
 

第３章 新たな研究開発戦略 

 

３．１ 検討の視点 

UNS 戦略プログラムの策定（平成 17 年７月）以後、喫緊に取り組むべき課題とし

て重要性を高めてきた我が国の国際競争力の強化、国民の生活・安全の確保、地

球温暖化問題への対処といった課題に対してより適切に対処するため、今般、研究

開発ロードマップや研究開発推進方策について、主として以下の視点から検討を進

め、中長期にわたる研究開発戦略としてまとめることとした。 

 

① 研究開発課題やその状況分析を詳細化し、目標等をより明確に設定 

長期にわたりリスクの大きい研究開発を効率的、効果的かつ着実に推進す

るためには、研究開発の推進にあたって、成果展開までをも見越しつつ、従来

以上に詳細な分析を行い、研究開発課題とその目標等をより明確に設定した研

究開発ロードマップを策定し、これを産学官が幅広く共有することが有効と考え

られる。 

また、研究開発ロードマップの共有により新たな研究開発テーマの発掘や共

同研究等の連携可能性の模索等、研究開発を推進していく上でのさまざまな効

用も期待できる。 

 

② 重点課題を明確化 

限りある資源を基に研究開発に取り組んでいくためには、今後我が国が積極

的・重点的に取り組んでいくべき研究開発課題を明確化し、それらの研究に対し

て集中的に取り組んでいくことが有効と考えられる。 

このため、今般の研究開発戦略の策定にあたっては、重点課題を抽出する

ための基準を設定した上で、重点課題を選定・明確化することとする。 

  

 

３．２ 新たな研究開発戦略（UNS 研究開発戦略プログラム II）の考え方 

上述の視点を踏まえて検討を進めた結果、中長期的な視点から策定された UNS

戦略プログラムで示されている重点領域と重要な研究開発分野については、新たな

研究開発戦略においてもこれを基礎とすることが適切とされた。その上で、国際競争

力の強化、地球温暖化問題への対処の検討を含む国民の生活・安全の確保のため

に全ての研究開発分野に対する詳細な分析、優先課題の抽出を行い、その結果を

新たな研究開発戦略（UNS 研究開発戦略プログラム II）としてとりまとめた。 

 

（１） ３つの領域 

ア．「新世代ネットワーク技術」 

すべての ICT 産業を支える基盤であり、新たな要求に柔軟かつ確実に対

応することが求められる将来のネットワークを支えていくため、「新世代ネット

ワーク技術」の研究開発を重点的に推進していく。 
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イ．「ICT 安心・安全技術」 

ユビキタスネットワーク社会に潜む影から生活を守り、確固たる社会基盤

として ICT を根付かせるとともに、犯罪や災害、医療・福祉、環境などに対す

る国民の不安を軽減させ、明るい社会を構築していくため、「ICT 安心・安全

技術」の研究開発を重点的に推進していく。 

 

ウ．「ユニバーサルコミュニケーション技術」 

人に優しい ICT により、すべての人と人とが時間や場所など置かれた条件

を問わずに交流でき、新たな「知」や「価値」を産み出すことのできる社会を構

築していくため、「ユニバーサルコミュニケーション技術」の研究開発を重点的

に推進していく。 

 

（２） 11 の研究開発分野 

UNS 戦略プログラムで提案されていた 10 の研究開発分野に加えて、新たに地

球温暖化問題の解決に資する技術の重要性を明確化するため、「地球環境保全

（地球温暖化対策技術）」分野を追加することとした。11 の研究開発分野は、以下

のとおりである。 

 

① 「ネットワーク基盤」 

② 「ユビキタスモビリティ」 

③ 「新 ICT パラダイム創出」 

④ 「ユビキタスプラットフォーム」 

⑤ 「セキュアネットワーク」 

⑥ 「センシング・ユビキタス時空基盤」 

⑦ 「ユビキタス＆ユニバーサルタウン」 

⑧ 「高度コンテンツ創造・分析・流通」 

⑨ 「スーパーコミュニケーション」 

⑩ 「超臨場感コミュニケーション」 

⑪ 「地球環境保全（地球温暖化対策技術）」 

 

（３） 研究開発課題 

UNS 戦略プログラムで提案されている個々の研究開発課題等を基に、その後

の研究開発動向を踏まえて、今後研究開発を推進すべき課題を新たに選定した。 

さらに、限られた資源を有効に活用しつつ、社会の喫緊の課題に応えるため、こ

れらの研究開発課題の中から、「我が国の国際競争力強化」「社会・生活基盤の

充実」の観点から我が国全体として重点的に取り組むべき課題を抽出するととも

に、その中からさらに政府が今後一層重点的に取り組むべき課題を抽出すること

とした。抽出に当たっての考え方及びその結果については３．３で述べる。 

 なお、地球温暖化問題については「社会・生活基盤の充実」の観点に含めて

検討することとした。 
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図３－２－１：UNS 研究開発戦略プログラム II 

 

 

３．３ 重点研究開発課題の抽出 

重点研究開発課題の抽出に当たっては、（１）に示す基準を用いつつ、総合的に

判断を行った。これらの基準等に基づいた重点研究開発課題の抽出結果は（２）の

とおりである。 

 

（１） 重点研究開発課題の抽出に当たっての基準 

 

（Ａ）我が国全体として重点的に取り組むべき課題 

 

（ア）国際競争力強化のための重点研究課題 

 

（基準１）将来大きい市場規模が見込める技術であるか 

実用化されたときに大きな市場を創成する可能性が高い技術は、研

究開発を加速することにより早期に市場を獲得することができるため、

競争力の強化につながる可能性が高いと考えられる。 

「研究開発目標・推進方策一覧表」（参考資料１）における「将来の市

場規模（予測）」欄の記載内容に基づいて判断する。 

 

（基準２）我が国が競争力を有する技術であるか 

現時点において、我が国の研究水準（技術レベル）が諸外国に比べ
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て高い技術または拮抗している技術は、将来においても強い競争力が

確保できる可能性が高いと考えられる。 

「研究開発目標・推進方策一覧表」（参考資料１）における「海外の研

究動向」欄及び「日本の研究水準」欄の記載内容に基づいて判断する。 

 

（イ）社会・生活基盤の充実のための重点研究課題 

 

（基準３）生活や社会を守る技術であるか 

災害等が発生した場合の損失を最小限に抑える技術や地球環境の

悪化を軽減するといった技術は、我が国の社会経済活動の維持・発展

に資することから、我が国として重点的に取り組むべきと考えられる。 

なお、当該技術は海外に貢献することを通じて中長期的には国のプ

レゼンスの向上につながることもありうることから、国際競争力の強化

に結びつく可能性もあると考えられる。 

「研究開発目標・推進方策一覧表」（参考資料１）における「将来の市

場規模（予測）」欄等の記載内容に基づいて判断する。 

 

（Ｂ）政府が今後一層重点的に取り組むべき課題 

 

（基準４）研究開発リスクの高い技術であるか 

研究開発により生み出される国際競争力の効果が同等と期待される

場合は、研究資金、研究期間、研究課題の技術的難易度の観点から、

リスクの低い技術の方が、リスクの高い技術に比べて重点化すべき度

合いは高くなると考えられる。 

一方で、政府が着手するべきかという観点から判断する場合は、リス

クの高い技術である方が、重点化すべき度合いは高くなると考えられ

る。 

「研究開発目標・推進方策一覧表」（参考資料１）における「研究開発

目標」欄、「現在の研究段階」欄、「研究開発要素の技術的難易度」欄

及び「研究開発に必要な資金（概算）」欄の記載内容に基づいて判断す

る。 

 

（基準５）新たな産学官連携や連携の見直しが有効な技術であるか 

新たな産学官の連携を進めることや現在の連携体制を改善すること

が、研究開発の効果的・効率的な推進につながる技術については、早

急にこれに着手することにより、国際競争力の強化に結びつく可能性が

高いと考えられる。 

「研究開発目標・推進方策一覧表」（参考資料１）における「推進方策

／産学官の連携」欄の記載内容に基づいて判断する。 

 

（基準６）新たな国際連携や連携の見直しが有効な技術であるか 

他国との新たな連携を進めることや現在の国際連携の状況を改善す
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ることが、研究開発の効果的・効率的な推進や、将来の海外市場への

成果展開につながる技術については、早急にこれに着手することにより、

国際競争力の強化に結びつく可能性が高いと考えられる。 

「研究開発目標・推進方策一覧表」（参考資料１）における「推進方策

／国際連携方策」欄の記載内容に基づいて判断する。 

 

（２） 重点研究開発課題 

（A） 我が国全体として重点的に取り組むべき課題 

我が国全体として重点的に取り組むべき課題については、「我が

国の国際競争力強化」及び「社会・生活基盤の充実」の観点に基

づく（１）に掲げた３つの基準等を勘案して、以下の 17 課題を抽出

した。すでに着手されているものも含めて、これらの研究開発課題

は、今後とも着実に推進していく必要がある。 

 

(ア) 国際競争力強化のための重点研究開発課題（12 課題） 

 新世代ネットワーク技術 

 フォトニックネットワーク技術 

 電波資源の開発技術 

 次世代移動通信システム技術 

 ナノ・バイオ ICT ネットワーク技術 

 脳情報インターフェース技術 

 ユビキタスサービスプラットフォーム技術 

 ネットワークロボット技術 

 コンテンツ信頼性分析技術 

 音声翻訳技術 

 超高精細映像技術 

 立体映像技術 

 

(イ) 社会・生活基盤の充実のための重点研究開発課題（７課題） 

 非常時衛星・地上通信技術 

 情報セキュリティ技術 

 環境センシング技術 

 電磁環境保護技術 

 ネットワークロボット技術 

 コンテンツ信頼性分析技術 

 エコエネルギーマネジメントシステム 

 

（B） 政府が今後一層重点的に取り組むべき課題 

政府が重点的に取り組むべき課題については、（１）に掲げた３

つの基準の他、独創性が極めて高く将来社会に大きなインパクト

を与える可能性のある革新的な技術といえるかどうかや、現在政

府が既に着手している研究開発課題との関係、政府全体を見渡し
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ての研究開発政策の一貫性等を鑑みて、今後、これまで以上に研

究開発資金の配分も含めて重点的に取り組むべき研究開発を抽

出していくことが適当である。 

具体的には、フォトニックネットワーク技術、ナノ・バイオＩＣＴネッ

トワーク技術、脳情報インターフェース技術、立体映像技術、ネット

ワークロボット技術、非常時衛星・地上通信技術、環境センシング

技術、エコエネルギーマネジメントシステム等が該当する。 
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３．４ 研究開発分野毎の研究開発推進戦略 

以上を踏まえた研究開発分野毎の研究開発推進戦略は、以下の通りである。 

 

（１）ネットワーク基盤 

（研究開発分野の概要） 

ネットワーク基盤とは、ブロードバンド＆ユビキタスネットワーク環境における多彩

なユーザニーズに柔軟に対応するために、有線・無線を統合したアクセスネットワー

クとペタビットクラスのコアネットワークを高信頼・高品質で提供しつつ、統合的に運

用するためのネットワーク構築技術及び制御技術を実現するための研究開発分野

である。 

 

（研究開発課題と現状分析） 

この研究開発分野には、「次世代バックボーン技術」「次世代ＩＰネットワーク技術」

「新世代ネットワーク技術」「フォトニックネットワーク技術」の４つの研究開発課題が

含まれる。 

 

① 「次世代バックボーン技術」は、高信頼・高品質なバックボーンネットワークの構

築及び運用に向けた、分散型バックボーン構築技術、複数事業者間で帯域・品

質等を確保する品質保証技術、異常トラヒックを監視・検出・分析・制御する技

術等の研究開発である。バックボーンに関する技術上の課題は、世界一のブロ

ードバンド環境を実現した我が国が世界に先駆けて直面した課題であり、日本

の研究開発水準は高い。この研究開発による成果を活かしたアプリケーションと

しては、ネットワークノードと連携したコアネットワークの構築・運用システムやオ

ペレーション支援ツール等が考えられ、その将来の市場規模は、国内で 4,400

億円（2011 年）、世界で 2.4 兆円（2011 年）である。 

 

② 「次世代ＩＰネットワーク技術」は、ＩＰを用いて、既存の電話ネットワークと同等の

信頼性を持つ、高品質・高信頼かつ高度なモビリティを実現する技術の研究開

発である。欧米や中国・韓国でも同様の研究開発を戦略的に取り組んでいると

ころであり、急速な市場の立ちあがりが期待される分野でもある。この研究開発

による成果を活かしたアプリケーションとしては、高信頼のＩＰネットワークノード

や伝送装置及びオペレーション支援ツール等が考えられ、国内で 5,200 億円

（2009 年）、世界で 2.6 兆円（2009 年）の市場が見込まれている。 

 

③ 「新世代ネットワーク技術」は、現状のネットワークにおける品質やセキュリティ

等の諸問題を、既存技術にとらわれない新たなアプローチで解決するためのネ

ットワークの基本設計を行う研究開発である。我が国では、諸外国と比べて優

位性を持つ光及びモバイル技術を活かしたネットワークアーキテクチャを追求し

ており、欧米とは異なった特徴を有している。我が国、欧米とも研究開発は端緒

についたばかりであり、競争はこれからである。この研究開発による成果を活か

すアプリケーションとしては、次世代 IP ネットワークの次の世代のネットワーク基

盤を支える装置・システムが考えられ、その将来の市場規模は、国内で 4,000 億
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円（2020 年）、世界で 4.7 兆円（2020 年）と大きい。 

 

④ 「フォトニックネットワーク技術」は、相手先との通信条件(速度・品質等)をユーザ

が主体的に選択しながら高速大容量通信できる、新世代の超高速フォトニック

ネットワークを実現するための技術であり、ノード技術、伝送技術およびアクセス

網に関する技術の研究開発である。ルータ等のネットワーク機器の電子処理部

分(制御回路 等)は外国企業の研究開発が先行しシステム製品市場の寡占化

が進んでいるが、光処理部分(光入出力ポート等)について我が国の研究開発水

準は高い。今後、フォトニックネットワークの進展とともにシステム内部で光処理

部分の占める割合が増加することから我が国の優位性が次第に活かされてくる

ものと期待される。この研究開発による成果を活かすアプリケーションとしては、

比較的近い将来では超大容量のフォトニックノード及び伝送装置等が考えられ、

国内で 7,000 億円（2011 年）、世界で 2.5 兆円（2011 年）の市場が見込まれてい

るが、中長期的には新世代ネットワークの実装を支える技術として、さらに大き

な機器市場が創成されることが期待できる。 

 

 

（重点研究開発課題と推進方策） 

この研究開発分野においては、従来進められている次世代 IP ネットワーク関連の

研究開発課題について、研究開発を着実に実施してその成果展開を図っていくとと

もに、将来の我が国の国際競争力の強化の観点から、その先の新世代ネットワーク

に関する研究開発に我が国全体として重点的に取り組んでいく必要がある。 

とりわけ「新世代ネットワーク技術」は、アーキテクチャ（設計原理）をはじめとして、

これまでとはまったく異なる可能性がある新世代のネットワークの最も根幹を成す技

術であり、最優先の研究開発課題と位置づけることが適当である。「新世代ネットワ

ーク技術」については、諸外国も含めて研究開発は初期段階であり、この段階から

欧米等諸外国との連携協力を通して、これから加速化・重点化を進めていくことで、

国際標準化活動等を通じた成果展開において国際的に主導的な地位を確保するこ

とを目指していくことが適当である。また、同時に「フォトニックネットワーク技術」につ

いても、新世代のネットワークまでを見据えた将来のネットワークを支える基盤的な

技術であることを勘案して、同様に重点的に取り組むべき研究開発課題と位置づけ

て研究開発を進めていくことが望ましい。 

なお、今後取り組んでいく新世代ネットワーク関連の研究開発については、市場

が創成されるまでの期間が長い等研究開発を進める上でのリスクが極めて高いほ

か、次に述べるように産学官連携や国際連携を円滑に推進する役割が期待される

ことから、政府が資金の提供も含めて重点的に取り組むべき研究開発課題とも位置

付けることが適当である。 

産学官連携については、「新世代ネットワーク推進フォーラム」が 2007 年 11 月に

設立された。これは、新たなネットワークのアーキテクチャを設計していくためには、

異分野も含め広く知見を求め、個々の企業や大学の枠を超えた関係者が集う場を

創成するためである。このような場を通じた活動を主導する主体として、中長期的な

視点から、関連する研究開発プロジェクトの幅広い推進・連携とともに、テストベッド
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ネットワークを用いた検証、及び学術性と実利性のバランス等の観点からも独立行

政法人であるＮＩＣＴの役割はきわめて重要である。 

また、新世代ネットワークに関する研究開発において、日本が孤立しないために

は、既存のネットワークとの上位互換性を保つことを考慮に入れるとともに、欧米の

研究開発プロジェクト（GENI イニシアティブ、FP7 の関連プロジェクト等）と積極的に

連携を図る必要がある。グローバルな研究開発成果の展開を図るために、研究開

発段階から海外の大学・研究機関・企業等との研究開発及び標準化における連携

の強化を推進することが必要不可欠であり、そのような国際的な連携をスムーズに

行うために NICT や政府が適切な形で支援していくことが効果的である。 
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ネ ッ ト ワ ー ク 基 盤
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（２）ユビキタスモビリティ 

（研究開発分野の概要） 

ユビキタスモビリティとは、「モバイル」を核に宇宙から地上のすみずみまでをシー

ムレスにカバーするスーパーブロードバンド環境を実現することを目標として、これま

での電波の利用の効率化を進めるとともに、新たな電波の利用形態を開拓してゆく

研究開発分野である。 

 

（研究開発課題と現状分析） 

この研究開発分野には、「電波資源の開発技術」「高度道路交通システム（ITS）技

術」「次世代移動通信システム技術」「異種ネットワークシームレス技術」「新世代衛

星通信システム技術」の５つの研究開発課題が含まれる。 

 

① 「電波資源の開発技術」は、多種多様な無線通信システムと膨大な数の無線

局により現在逼迫する周波数帯における周波数利用効率向上技術・周波数共

同利用技術及び、現在利用している周波数帯での利用効率限界に到達するこ

とを見越した未利用な周波数帯への移行促進技術により構成される。これらは

あらゆる無線通信システムに共通した基礎基盤技術である。前者の技術の代

表としてはコグニティブ無線技術の研究開発が挙げられるが、我が国の研究

開発水準は欧米等と拮抗している状況である。また、後者の技術の代表として

はミリ波帯利用技術が挙げられるが、その一部については我が国の研究開発

水準は諸外国と比べて非常に高い。電波資源の開発技術は、無線通信におい

て最も基礎的な研究開発であり、その成果を活かしたアプリケーションには

様々なものが想定されるため、他の研究開発課題と比較することは困難であ

るが、例えば携帯電話に代表される「次世代移動通信システム」及び無線 LAN

等のワイヤレス分野の市場規模の大きいものを想定すれば、その将来の市場

規模は、国内で 28 兆円（2013 年）、世界で 336 兆円（2011 年）と極めて大きい。 

 

② 「高度道路交通システム（ITS）技術」は、「人」と「道路」と「車両」とを一体のシス

テムとして構築し、渋滞、交通事故、環境悪化等の道路交通に関する諸問題

の解決を図る技術である。日欧米を中心に研究開発が進められており、安全

運転支援のための無線車車間通信・路車間通信技術、レーダ技術、プローブ

技術など広範囲の技術からなる技術で、我が国では、交通事故死亡者数の大

幅な削減を図る安全運転支援の技術について、産学官の連携会議において

実証実験を行う段階であり、諸外国よりも一歩先行している。ITS が実現するこ

とにより、開発成果の機能を搭載した LSI や車載機器、ならびに新たなクルマ

向けコンテンツサービス等幅広い製品やサービスが生み出されると考えられ、

その将来の市場規模は、国内で８兆円（2015 年）、世界で 24 兆円（2015 年）と

大きい。さらに、システムの高度化によってその後も市場が広がる可能性を持

っている。 

 

③ 「次世代移動通信システム技術」は、第 3.9 世代、第４世代といった次世代移動

通信システムをはじめ、従来の携帯電話、広帯域無線アクセス（BWA）等も含
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め、多様な移動通信方式を制御して柔軟に電波の利用を可能とする端末－基

地局間協調制御技術等、大量の情報を高品質に交換・活用できる超高速モバ

イル通信の実現といった将来の多様なニーズに対応する技術のひとつであり、

我が国だけでなく欧米でも研究開発の関心が高まっている。第三世代移動通

信システムの普及において我が国は世界を一歩リードしており、次世代移動通

信システムの研究開発においてもその優位性を維持し、標準化等においても

イニシアティブを握ることの出来る技術水準にあると考えられる。本技術の確

立により、様々な利用環境でのユニバーサルコミュニケーションが可能となり、

将来の通信の可能性を大きく拡大するものと期待され、その市場規模は、国内

で９兆円程度（2020 年）、世界で 90 兆円程度（2020 年）にまで拡大する可能性

を持っている。 

 

④ 「異種ネットワークシームレス技術」は、固定 IP ネットワークと多様なワイヤレス

／モバイルネットワークを統合（FMC）し、シームレスでスケーラブルな接続環

境を実現するための技術である。海外では、FMC サービスとして、無線 LAN と

GSM のデュアルモード端末などが実現されている。異種ネットワーク接続の市

場としては、国内において、６兆円（2015～2020 年）、 世界では、65.5 兆円

（2015～2020 年）と予想される。 

 

⑤ 「新世代衛星通信システム技術」は、高速データ通信技術等を利用して地上基

幹網に匹敵する大容量衛星通信を実現することにより、我が国のみならずアジ

ア・太平洋地域のデジタル環境を高度化するとともに秘匿性が求められる情報

の確実かつ安全な流通を可能とする、地上通信システムとの連携のとれた新

世代宇宙通信ネットワーク技術である。欧米主要国では国家戦略として重点的

に研究開発が進められているが、我が国も欧州とは世界初となる双方向光衛

星間通信の実証を行うとともに、国内では低軌道周回衛星と光地上局との光

通信を世界に先駆け実証するなど、その研究開発水準は世界トップレベルに

ある技術もあり、総じて我が国の技術レベルは諸外国に比べて高いまたは拮

抗しているといえる。この研究開発の成果を活かしたアプリケーションとしては、

100Gbps 級の高速衛星通信システムや安全で堅牢な衛星通信・監視技術等が

挙げられ、その将来の市場規模は、国内で 1,500 億円（2020 年）、世界で 1,600

億円（2020 年）である。 

 

（重点研究開発課題と推進方策） 

この研究開発分野においては、有限である電波資源を効率的に使うためのもっと

も基礎的な研究開発であり、既存のアプリケーションの高度化だけでなく新たなアプ

リケーションの創成にもつながる可能性があり、かつ総じて我が国の研究開発水準

が高い「電波資源の開発技術」について、今後とも重点的かつ精力的に取り組んで

いく他、ITS、次世代移動通信システム、新世代衛星通信システムといった重要なシ

ステムに関する研究開発を積極的に推進していく。 

特に、我が国の国際競争力の強化の観点からは、今後創成される市場規模が大

きく、我が国の産業界に大きなインパクトを与える可能性が極めて高い点、研究開
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発水準についても欧米と拮抗しており、一部の研究開発課題については先行してい

るものもある点から、「次世代移動通信システム技術」を我が国全体として重点的に

取り組むべき研究開発課題と位置付けることが適当である。 

「電波資源の開発技術」の研究開発の推進にあたっては、国際的な周波数資源

の確保やサービス・システムの観点からの実用化の諸条件の明確化とそれに対す

る賛同国獲得のため、国内においては産学官連携の組織により検討を進めるほか、

ＩＴＵでの議論に対する積極的な貢献の、IEEE や SDR フォーラムなど国際的な標準

化組織に対しても、政府主導のもと民間が連携していう枠組みで、積極的に提案し

ていくことが肝要である。 

「次世代移動通信システム技術」については、多様な移動通信方式を制御して柔

軟に電波の利用を可能とする端末－基地局間協調制御技術等、技術的難易度が

高いことに加え、システム規模が大きくなり、国内事業者やベンダーが単独で牽引す

ることはコスト面でも人材面でも難しく、研究開発リスクがきわめて高い。このため、

政府が先導しつつ、大学、NICT などの研究機関、民間などと連携を図りながら研究

開発を推進していくことが重要である。また、研究開発リスクの低減や成果展開を見

据えた場合に欠かせない国際標準化を円滑に実施するためには、諸外国との連携

も重要である。とりわけ欧米をはじめとした研究や国際標準化に積極的な国々の政

府や研究機関、民間企業との新たな連携方策を検討する必要がある。 
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ユ

ビ
キ

タ
ス

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
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（
全

体
図
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ユ ビ キ タ ス モ ビ リ テ ィ

電 波 資 源 の 開 発 技 術

周 波 数 利 用 効 率 向 上 技 術

・ 周 波 数 共 同 利 用 技 術

未 利 用 周 波 数 帯 へ の 移 行 促 進 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

未
利

用
周

波
数

帯
の

利
用

を
促

進
す

る
機

器
の

小
型

化
、

省
電

力
化

、
低

廉
化

等
に

資
す

る
基

盤
技

術
を

確
立

低
廉

で
使

い
勝

手
の

良
い

ミ
リ

波
帯

無
線

デ
バ

イ
ス

を
製

造
・
利

用
で

き
る

環
境

の
実

現

周
囲

の
電

波
利

用
環

境
に

自
律

的
に

適
応

す
る

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

な
ど

高
度

な
電

波
の

共
同

利
用

の
た

め
の

技
術

の
確

立

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

高
い

周
波

数
帯

へ
の

移
行

や
、

未
利

用
周

波
数

帯
の

利
用

を
促

進
す

る
機

器
の

小
型

化
、

省
電

力
化

、
低

廉
化

等
に

資
す

る
基

盤
技

術
な

ら
び

に
新

た
な

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
ア

ク
セ

ス
制

御
技

術
の

確
立

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

次
世

代
移

動
通

信
シ

ス
テ

ム
（
コ

グ
ニ

テ
ィ

ブ
無

線
、

超
高

速
無

線
ア

ク
セ

ス
等

）
へ

適
用

無
線

L
A

N
,

IT
S

（
車

車
間

通
信

等
）
、

レ
ー

ダ
ー

へ
適

用
・
65

n
m

プ
ロ

セ
ス

に
よ

る
S
i 

C
M

O
S
技

術
の

実
用

化
・
S
IP

実
装

技
術

の
実

用
化

・
ミ

リ
波

帯
で

の
効

率
30

％
、

出
力

10
W

級
G

aN
増

幅
器

の
実

現

・
S

i G
e
回

路
技

術
の

確
立

・
ミ

リ
波

帯
で

の
効

率
4
0
％

、
出

力
10

W
級

G
aN

増
幅

器
の

実
現

・
空

間
多

重
用

ア
ダ

プ
テ

ィ
ブ

ア
レ

ー
技

術
の

確
立

・
無

線
環

境
認

識
技

術
の

確
立

周
囲

の
電

波
利

用
環

境
に

自
律

的
に

適
応

す
る

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

な
ど

高
度

な
電

波
の

共
同

利
用

の
た

め
の

技
術

を
確

立

ユ
ー

ザ
が

意
識

す
る

こ
と

な
く
、

電
波

資
源

を
有

効
に

利
用

す
る

シ
ス

テ
ム

の
実

現

チ
ュ

ー
ナ

ブ
ル

フ
ィ

ル
タ

ー
、

C
M

O
S

ワ
ン

チ
ッ

プ
等

R
F
回

路
構

成
技

術
の

確
立

周
波

数
逼

迫
の

解
消

、
周

波
数

を

有
効

利
用

す
る

基
盤

技
術

の
確

立

 

図
３

－
４

－
２

－
２

 
電

波
資

源
の

開
発

技
術

の
ロ
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ッ
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ユ ビ キ タ ス モ ビ リ テ ィ

高 度 道 路 交 通 シ ス テ ム （ Ｉ Ｔ Ｓ) 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

高 精 度 端 末 位 置 特 定 技 術

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

端
末

（
「
人

」
）
の

位
置

を
数

十
c
m

の
精

度
で

端
末

側
で

特
定

で
き

る
技

術
、

な
ら

び
に

、
そ

の
位

置
情

報
を

直
接

電
波

の
届

か
な

い
場

所
に

い
る

車
両

等
に

他
の

端
末

を
中

継
す

る
こ

と
に

よ
り

、
瞬

時
に

通
知

す
る

技
術

の
確

立
。

チ
ッ

プ
化

技
術

の
実

現
お

よ
び

、
実

用
化

、
携

帯
電

話
へ

の
装

着
「
人

」
の

位
置

を
高

精
度

に
特

定
し

、
そ

の
情

報
を

無
線

で
直

接
ま

た
は

他
の

端
末

を
中

継
す

る
こ

と
に

よ
り

「
ク

ル
マ

」
等

に
伝

え
る

技
術

を
確

立
。

次 世 代 高 信 頼 多 元 無 線

ア ク セ ス 技 術

「
ク

ル
マ

」
の

密
度

に
関

わ
ら

ず
、

各
種

情
報

を
、

高
信

頼
に

瞬
時

に
情

報
交

換
す

る
た

め
の

新
た

な
多

元
無

線
ア

ク
セ

ス
技

術
を

確
立

。

渋
滞

し
た

交
差

点
に

お
い

て
も

、
「
ク

ル
マ

」
の

密
度

に
関

わ
ら

ず
、

事
故

に
巻

き
込

ま
れ

る
可

能
性

の
あ

る
前

後
左

右
の

直
近

の
「
ク

ル
マ

」
に

対
し

て
、

瞬
時

に
し

か
も

確
実

に
情

報
を

伝
え

る
新

た
な

多
元

無
線

ア
ク

セ
ス

技
術

の
確

立
。

チ
ッ

プ
化

技
術

の
実

現
お

よ
び

、
実

用
化

、
携

帯
電

話
へ

の
装

着

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

高 度 な 路 車 間 通 信 ／ 車 車 間 通 信 技 術

高
度

な
路

車
間

通
信

／
車

車
間

通
信

技
術

の
実

現

端
末

（
「
人

」
）
の

位
置

を
数

十
c
m

の
精

度
で

端
末

側
で

特
定

す
る

シ
ス

テ
ム

、
「ク

ル
マ

」
の

密
度

に
関

わ
ら

ず
情

報
を

直
近

の
「
ク

ル
マ

」
に

瞬
時

か
つ

確
実

に
情

報
を

伝
え

る
シ

ス
テ

ム
の

実
現

開
発

段
階

実
用

段
階

D
S
R

C
周

波
数

帯
（
5
.8

G
H

z帯
）や

U
H

F
帯

の
周

波
数

を
利

用
し

て
、

多
数

の
移

動
す

る
車

両
が

同
時

に
高

い
信

頼
性

で
リ

ア
ル

タ
イ

ム
性

の
高

い
車

車
間

通
信

を
実

現
す

る
た

め
の

通
信

技
術

の
実

現

・
適

応
的

車
車

間
通

信
、

車
群

通
信

技
術

、
車

車
間

通
信

用
自

律
分

散
多

重
ア

ク
セ

ス
制

御
技

術
の

確
立

・
高

精
度

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
含

む
セ

ン
サ

プ
ロ

ー
ブ

技
術

の
確

立
・
路

車
間

通
信

に
よ

る
イ

ン
フ

ラ
協

調
安

全
運

転
支

援
シ

ス
テ

ム
の

実
現

・
車

両
、

歩
行

者
等

の
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

の
確

立
・
数

十
m

以
上

の
遠

方
の

物
体

を
分

解
能

2
0
cm

以
下

で
検

出
す

る
こ

と
に

よ
り

、
歩

行
者

検
出

や
車

間
距

離
制

御
等

に
有

効
な

、
7
9
G

H
z帯

を
利

用
す

る
車

載
用

高
分

解
能

ミ
リ

波
レ

ー
ダ

ー
シ

ス
テ

ム
の

実
現

 

図
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－
４

－
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高

度
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路
交
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シ
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テ
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ユ ビ キ タ ス モ ビ リ テ ィ

次 世 代 移 動 通 信 シ ス テ ム 技 術

超 高 速 無 線 ア ク セ ス 技 術 周 波 数 利 用 効 率 向 上 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

開
発

段
階

実
用

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

ス
ー

パ
ー

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
移

動
通

信
対

応
の

無
線

ア
ク

セ
ス

技
術

の
実

現

10
0M

bp
s（

高
速

移
動

）
～

1G
bp

s（
低

速
移

動
、

ノ
マ

デ
ィ

ッ
ク

）
の

第
４

世
代

移
動

通
信

対
応

の
無

線
ア

ク
セ

ス
技

術
の

開
発

・
標

準
化

を
終

了

端
末

に
よ

る
電

波
利

用
環

境
の

認
知

技
術

、
端

末
・
基

地
局

に
よ

る
無

線
リ

ソ
ー

ス
の

自
律

的
最

適
制

御
技

術
の

開
発

ギ
ガ

ビ
ッ

ト
ク

ラ
ス

超
高

速
無

線
ア

ク
セ

ス
を

情
報

家
電

に
実

装
可

能
と

す
る

チ
ッ

プ
化

技
術

の
実

現

電
波

暗
室

に
て

、
電

波
環

境
認

知
型

無
線

端
末

の
動

作
実

証
実

験
等

を
実

施
、

移
動

通
信

シ
ス

テ
ム

へ
の

実
装

技
術

を
確

立

移
動
環
境
に
応
じ
た
大
容
量
デ
ー
タ

の
低
コ
ス
ト
、
効
率
的
か
つ
安
定
的

な
伝
送
を
可
能
と
す
る
技
術
の
確
立

電
波
環
境
に
応
じ
て
使
用
す
る
周
波
数

や
通
信
方
式
を
選
択
す
る
こ
と
で
周

波
数
の
利
用
効
率
を
向
上
さ
せ
る
技
術
の

確
立

超
高

速
無

線
ア

ク
セ

ス
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

無
線

、
周

波
数

利
用

効
率

向
上

動
作

を
可

能
と

す
る

端
末

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
実

現
端 末 プ ラ ッ ト

フ ォ ー ム 技 術

開
発

段
階

実
用

段
階

様
々
な

無
線
技
術
を
制
御
す
る
機
能
を

融
合
し

た
端
末
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
技

術
の
確

立

フ レ キ シ ブ ル 無 線 ネ ッ

ト ワ ー ク 技 術

開
発

段
階

実
用

段
階

柔
軟
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
を
可
能

に
す
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
無
線
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
技
術
の
確
立

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

を
取

り
入

れ
、

柔
軟

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
を

可
能

と
す

る
、

超
高

速
無

線
ア

ク
セ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
技

術
の

実
現

 

図
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－
４

－
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－
４

 
次

世
代

移
動

通
信

シ
ス
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ム

技
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ロ

ー
ド
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ッ
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ユ ビ キ タ ス モ ビ リ テ ィ

異 種 ネ ッ ト ワ ー ク シ ー ム レ ス 接 続 技 術

異 種 ア ク セ ス 網

イ ン タ フ ェ ー ス 技 術

サ ー ビ ス シ ー ム レ ス

ハ ン ド オ ー バ 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

フ
ェ

ム
ト

セ
ル

／
高

機
能

ア
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
等

に
よ

る
、

各
種

モ
バ

イ
ル

網
と

固
定

網
と

の
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

の
標

準
化

や
制

度
改

正
な

ど
。

異
種

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

間
で

の
Q

oS
の

制
御

・
管

理
や

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
管

理
な

ど
を

実
現

す
る

技
術

を
確

立
。

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

技
術

な
ど

を
利

用
し

、
異

種
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

混
在

す
る

中
、

ユ
ー

ザ
は

、
一

台
の

高
機

能
ア

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
よ

り
、

様
々

な
場

面
で

必
要

な
コ

ン
テ

ン
ツ

を
常

に
最

適
な

状
態

で
享

受
で

き
る

環
境

を
実

現
。

モ
バ
イ
ル
網
、
固
定
網
な
ど
広
帯
域

か
ら
小
電
力
に
渡
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ク
セ
ス
網
と
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
イ
ン

タ
フ
ェ
ー
ス
技
術
の
確
立

モ
バ
イ
ル
網
、
固
定
網
な
ど
を
意
識
せ

ず
に
均
一
の
サ
ー
ビ
ス
や
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
実
現
で
き
る
、
ハ
ン
ド
オ
ー

バ
技
術
の
確
立

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
意

識
し

な
い

Q
o
S
シ

ー
ム

レ
ス

ハ
ン

ド
オ

ー
バ

環
境

、
サ

ー
ビ

ス
シ

ー
ム

レ
ス

ハ
ン

ド
オ

ー
バ

環
境

の
実

現
。

同 一 周 波RAN 間

協 調 制 御 技 術

異 周 波RAN 間

協 調 制 御 技 術

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

単
一

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

オ
ペ

レ
ー

タ
内

で
複

数
無

線
シ

ス
テ

ム
間

の
ロ

ー
ド

バ
ラ

ン
ス

や
ス

ム
ー

ズ
な

マ
イ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
技

術
の

確
立

端
末

主
導

で
複

数
無

線
シ

ス
テ

ム
を

シ
ー

ム
レ

ス
に

切
り

替
え

て
使

用
す

る
技

術
の

確
立

複
数

オ
ペ

レ
ー

タ
間

で
リ

ソ
ー

ス
の

共
存

制
御

を
行

う
技

術
の

確
立

同
一
無
線
周
波
数
帯
を
利
用
す
る

複
数
無
線
シ
ス
テ
ム
（

3
.5
G
-

>
3
.9
G
-
>
4
G
な
ど
）
共
存
化
で
の

シ
ー
ム
レ
ス
接
続
を
実
現
す
る
技

術
の

確
立

異
無
線
周
波
数
帯
を
利
用
す
る
複
数

無
線
シ
ス
テ
ム
（
セ
ル
ラ
ー
、

W
iM
A
X
、
W
L
A
N
な
ど
）
共
存
化
で
の

シ
ー
ム
レ
ス
接
続
を
実
現
す
る
技
術

の
確
立

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

技
術

を
利

用
し

て
使

用
可

能
周

波
数

帯
を

検
知

し
、

最
適

な
無

線
ア

ク
セ

ス
を

自
由

に
利

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
周

波
数

資
源

の
有

効
利

用
を

図
る

技
術

の
実

現

 

図
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異
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ネ

ッ
ト

ワ
ー
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シ
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（３）新 ICT パラダイム創出 

（研究開発分野の概要） 

新 ICT パラダイム創出とは、光・量子通信技術、ナノ ICT といった高度に先端的・

先進的な技術分野の研究開発を通して、これまでとは全く異なる新しいコミュニケー

ションパラダイムを生み出すことで、20 年後の日本の糧となる ICT の「種」をつくる研

究開発分野である。 

 

（研究開発課題と現状分析） 

この研究開発分野には、「量子情報通信技術」、「ナノ・バイオ ICT ネットワーク技

術」、「テラヘルツ技術」、「脳情報インターフェース技術」の４つの研究開発課題が含

まれる。 

 

① 「量子情報通信技術」は、極めて高い安全性を保証された量子暗号ネットワー

クの構築や、フォトニックネットワークの先に位置しており、光の粒子としての性

質を用いた超大容量通信を可能とする量子情報通信ネットワークの実現に必

要な技術である。たとえば量子暗号技術は、現在の暗号化が量子コンピュータ

の出現で崩壊する危険性があるのに対して、これにかわって新たな情報通信

セキュリティ基盤となる可能性があり、将来不可欠な技術の一つと目されてい

る。我が国の研究水準は、特に量子暗号分野などで非常に高い。その将来の

市場規模は装置や関連システムを含めると、国内で 600 億円規模（2015 年）、

世界で 5,000 億円規模（2015 年）になると予想される。 

 

② 「ナノ・バイオ ICT ネットワーク技術」は、ナノ ICT ネットワーク技術とバイオ ICT

ネットワーク技術等をまとめた研究開発課題である。ナノ ICT ネットワーク技術

は、機能分子などナノ新素材の優れた特性を活かすことで実現可能となるネッ

トワーク技術の超高機能化に関し、素子レベルからシステムまで研究開発を

総合的かつ体系的に実施して、次世代の高度情報通信ネットワークの構築に

必要な要素技術を開発するものである。バイオ ICT ネットワーク技術は、生体

分子の情報処理機能とプロトコルの解析と理解を通じて、それらを情報通信ネ

ットワークに応用していくものである。我が国の研究水準は、特にバイオ ICT 分

野などで非常に高い。この研究開発は、デバイス、ネットワークノード、情報処

理等の広範囲にわたって革新的な技術を創出する可能性を持っており、その

成果を活かした製品等の市場を予測することは容易ではないが、比較的簡易

な通信装置について予測すると、その市場規模は国内で 7,400 億円程度であ

る。 

 

③ 「テラヘルツ技術」は、電磁波の未踏領域を利用するための研究開発課題であ

り、現在最も広帯域な通信を実現しているミリ波帯通信でも帯域が不足するよ

うな、超高速・大容量通信の実現を目指しているほか、センシング等通信以外

にも応用することが可能である。我が国の研究開発水準は、欧米諸国と拮抗

したレベルにある。この研究開発による成果が活かされるアプリケーションの

市場規模を推計することはきわめて困難であるが、たとえば 10Gbps を超える
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無線アクセスや高周波信号計測装置等をその対象とすると約 3,800 億円、さら

にその他の分野への応用を含めると約 7,000 億円強の国内市場規模（2015

年）と予想される。 

 

④ 「脳情報インターフェース技術」とは、脳内の情報を（電極等を脳内に挿入する

ことなく）非侵襲的に取り出し、コミュニケーション機器や入力インターフェース

等を直接動作させることを目指す、全く新しいコミュニケーションパラダイムを

実現するための技術である。欧米においては、重度運動障害者の意思伝達を

目的とした侵襲的計測技術の研究開発が進められているが、情報弱者や高齢

者、さらに一般市民のコミュニケーションサポートへと社会的に広く受け入れら

れるために不可欠な非侵襲計測技術においては、基本特許、論文等からも日

本が圧倒的に優位な状況である。現在想定される市場規模は計測装置や入

力インターフェース装置を想定すると、国内市場で 7,000 億円（2025 年）、世界

市場で 1.2 兆円（2025 年）である。 

 

（重点研究開発課題と推進方策） 

この研究開発分野における研究開発課題は、いずれも短期的に研究開発の成果

が新たな市場の創成に結びつくものとは限らないものの、新しいコミュニケーション

パラダイムの創出という中長期的に我が国の国際競争力強化に結びつく可能性の

ある基礎的な研究開発課題である。 

この分野の研究開発課題については、いずれも基礎的であるがゆえに将来の関

連市場の規模を予測することは非常に困難であるものの、想定できないような新た

なコミュニケーションを生み出す可能性があること、現時点での我が国の研究開発

水準が諸外国と比べて優位であることを勘案して、「ナノ・バイオ ICT ネットワーク技

術」及び「脳情報インターフェース技術」を、我が国全体及び政府が重点的に取り組

むべき課題として積極的に推進していくことが適当であると考えられる。 

なお、いずれの研究開発課題についても、研究開発を効率的に進めるためには

国内外の既存のリソースをできるだけ活用していくことが適当である。また、短期的

に研究開発の成果が新たな市場の創成に結びつくとは限らないことから、NICT は中

長期にわたって継続的に自ら研究開発を進めるとともに、国内外の産業界・学会や

研究機関等の最新の動向を踏まえつつ、政府とともに関係者の連携を主導する等

の役割を積極的に果たしていくべきである。とりわけ、「脳情報インターフェース技

術」については、我が国が圧倒的に優位な状況にあることを踏まえ、競争優位にあ

る研究機関等が連携強化を図り、研究開発の効果を高めるための環境整備を進め

ていくことが適当である。 
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分
子

の
相

補
性

に
基

づ
く
自

律
的

分
子

素
子

ｽ
ｹ

ｰ
ﾙ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ技

術
を

確
立

極
低

ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
・
高

精
度

な
分

子
ﾅ

ﾉ光
素

子
や

光
ﾅ

ﾉ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ﾌ
ｪｰ

ｽ
等

の
基

盤
技

術
を

確
立

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

20
10

20
25

20
20

20
15

光
素

子
の

ﾅ
ﾉｽ

ｹ
ｰ

ﾙ
動

作
に

お
け

る
新

機
能

開
拓

と
極

低
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
の

分
子

情
報

処
理

モ
デ

ル
を

構
築

低
消

費
エ

ネ
ル

ギ
ー

超
伝

導
・
光

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

作
製

技
術

の
確

立

光
-単

一
磁

束
量

子
変

換
実

験
を

と
お

し
た

高
速

動
作

実
証

高
速

、
低

消
費

エ
ネ

ル
ギ

ー
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
バ

ッ
フ

ァ
メ

モ
リ

の
実

現

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

超
伝

導
・

光
デ

バ
イ

ス
技

術
の

超
高

速
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

へ
の
応

用

超
伝

導
・光

デ
バ

イ
ス

技
術

分
子

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

技
術

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

結
晶

高
効

率
光

素
子

技
術

に
よ

る
光

ノ
ー

ド
Ｉ

Ｃ
の

無
損
失
大

規
模

化

Si
フ

ォ
ト

ニ
ク

ス
光

IC
へ

の
超

省
電

力
・

超
小

型
・
高

速
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
結

晶
素

子
集

積
技

術
を

確
立

光
IC

へ
の

サ
ブ

ミ
リ

長
超

小
型

光
増

幅
素

子
内

蔵
技

術
を

開
発

光
ノ

ー
ド

装
置

の
高

機
能

化
に

対
応

す
る

光
IC

の
無

損
失

大
規

模
化

技
術

を
確

立

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

結
晶

光
LS

I技
術

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

超
伝

導
量

子
デ

バ
イ

ス
技

術
に

よ
る

量
子

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
実
用
化

通
信

波
長

帯
超

伝
導

単
一

光
子

検
出

素
子

作
製

技
術

を
確

立
単

一
光

子
検

出
シ

ス
テ

ム
開

発
と

量
子

暗
号

鍵
配

布
フ

ィ
ー

ル
ド

実
験

を
実

施

超
伝

導
単

一
光

子
検

出
シ

ス
テ

ム
の

標
準

化
と

製
品

化

超
伝

導
量

子
デ

バ
イ

ス
技

術
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ナ ノ ・ バ イ オ Ｉ Ｃ Ｔ ネ ッ ト ワ ー ク 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

原
子

・
分

子
数

個
レ

ベ
ル

の
物

質
構

造
、

素
反

応
を

極
限

的
検

出
、

制
御

す
る

た
め

の
基

盤
技

術
を

確
立

生
体

各
種

感
覚

に
即

す
環

境
情

報
や

反
応

を
高

感
度

、
高

確
度

に
検

出
し

，
利

用
す

る
原

子
・
分

子
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

を
確

立

原
子

・
分

子
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

に
基

づ
く
高

機
能

M
M

I,B
M

I技
術

開
発

と
展

開
。

携
帯

端
末

で
の

活
用

等
環

境
セ

ン
シ

ン
グ

の
実

現

IC
Tリ

ソ
ー

ス
と
セ

ン
シ

ン
グ

技
術
融

合
に
よ
る

バ
リ
ア

フ
リ
ー
か

つ
安
心

・
安
全

な
社
会
を

実
現

高
機

能
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

低
エ

ネ
ル

ギ
ー

情
報

処
理

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
技

術

分
散

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

の
統

合
や

超
低

電
力

消
費

を
目

指
し

た
、

ノ
イ

ズ
・
ゆ

ら
ぎ

な
ど

を
積

極
的

に
活

用
す

る
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
を

開
発

新
世

代
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

に
向

け
、

信
号

の
ゆ

ら
ぎ

な
ど

を
積

極
的

に
活

用
す

る
情

報
処

理
技

術
を

確
立

環
境

に
シ

ー
ム

レ
ス

に
適

応
し

、
全

て
の

ユ
ー

ザ
ー

に
快

適
な

制
御

を
も

た
ら

す
超

低
電

力
消

費
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
の

開
発

環
境
に

シ
ー
ム

レ
ス
に
適

応
し
、

全
て
の

ユ
ー
ザ
ー

に
快
適

な
制
御

を
も
た
ら

し
、
百

分
の
一

程
度
の
超

低
電
力

消
費
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
技
術

の
確
立

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

細
胞

・
生

体
機

能
分

子
の

機
能

再
構

築
技

術
の

開
発

細
胞

・
分

子
と

シ
リ

コ
ン

と
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

タ
イ

プ
の

生
体

・環
境

セ
ン

サ
ー

技
術

の
確

立

産
業

用
に

実
用

化
。

高
性

能
セ

ン
サ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

開
発

分
子

セ
ン

サ
ー

技
術

・
実

装
技

術

バ イ オ Ｉ Ｃ Ｔ ネ ッ ト ワ ー ク 技 術ナ ノ Ｉ Ｃ Ｔ ネ ッ ト ワ ー ク 技 術

分
子

通
信

技
術

へ
の

統
合

（
次

ペ
ー

ジ
へ

）

自
己
組

織
的
・

自
律
的
イ

ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス

と
し
て
の

ナ
ノ
エ
ー

ジ
ェ
ン

ト
の
出
現
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ナ ノ ・ バ イ オ Ｉ Ｃ Ｔ ネ ッ ト ワ ー ク 技 術

バ イ オ Ｉ Ｃ Ｔ ネ ッ ト ワ ー ク 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階生
体

・
環

境
情

報
を

取
得

す
る

た
め

に
、

群
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ス
を

有
す

る
セ

ン
サ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

開
発

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

シ
リ

コ
ン

の
微

細
加

工
技

術
と

有
機

分
子

と
の

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

の
確

立

バ
イ

オ
モ

デ
ル

に
見

ら
れ

る
デ

ー
タ

圧
縮

や
デ

ー
タ

処
理

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

の
リ

バ
ー

ス
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
の

実
現

分
子

を
用

い
た

符
号

化
・

復
号

化
技

術
、

選
別

・輸
送

の
要

素
技

術
の

確
立

細
胞

・
分

子
と

シ
リ

コ
ン

と
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

タ
イ

プ
の

生
体

・
環

境
セ

ン
サ

ー
技

術
の

一
部

実
用

化

分
子

通
信

デ
バ

イ
ス

の
デ

ー
タ

圧
縮

・
処

理
技

術
の

確
立

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
を

可
能

と
す

る
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

確
立

分
子
通
信
技
術
へ

の
統
合
（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

超
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
自
己

制
御
可
能
な
バ
イ
オ
モ
デ

ル
に
よ
る
分
子
通
信
シ
ス

テ
ム
技
術
の
確
立

自
己
組
織
性
・
自
律
性
を
有
す
る
セ

ン
サ
ー
シ
ス
テ
ム
の
開
発

生
体
分
子
セ
ン
シ
ン
グ
の

評
価
・
支
援
の
た
め
の
高

時
空
間
分
解
能
を
持
つ
高

精
度
計
測
シ
ス
テ
ム
の
確

立

生
物

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

技
術

ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ
・計

算
処

理
技

術

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

評
価

・
計

測
シ

ス
テ

ム
技

術

分
子

機
能

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

の
実

現
分

子
機

能
評

価
ベ

ン
チ

の
整

備

圧
縮

・
処

理
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
を

シ
リ

コ
ン

ベ
ー

ス
の

ハ
ー

ド
ウ

エ
ア

で
一

部
実

現
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テ ラ ヘ ル ツ 技 術

テ ラ ヘ ル ツ 波 通 信 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

数
十

G
bp

sの
無

線
技

術
の

開
発

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
帯

の
高

度
な

利
用

技
術

の
開

発
、

光
フ

ァ
イ

バ
通

信
技

術
（
有

線
）
と

無
線

(T
H

z)
の

融
合

を
実

現

ミ
リ
波
で
は
帯
域
が
不
足

す
る
超
高
速
・
大
容
量
通

信
の
実
現
を
目
指
し
た
基

盤
技
術
開
発

数
十

G
bp

sの
無

線
技

術
の

実
用

化

生 体 内 外 無 線 通 信 技 術

開
発

段
階

実
用

段
階

生
体

内
外

で
無

線
伝

送
す

る
た

め
の

超
小

型
ア

ン
テ

ナ
、

1G
H

z前
後

の
周

波
数

帯
に

お
け

る
生

体
内

外
広

帯
域

電
波

伝
搬

モ
デ

ル
の

開
発

通
信

方
式

等
の

生
体

内
及

び
生

体
外

近
傍

で
の

無
線

伝
送

基
礎

技
術

の
確

立

安
全

性
の

確
認

、
製

品
化

、
量

産
化

技
術

の
確

立

生
体
に

導
入
し
た
超
小
型
の
電
子
タ
グ
等
と

IC
Tの

組
合
せ
に
よ
る
医
療
情
報
取
得

、
高

度
治
療

等
の
た
め
医
工
連
携
技
術

の
確
立

ナ ノ ・ 分 子 ・ バ イ オ Ｉ Ｃ Ｔ ネ ッ ト ワ ー ク
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脳 情 報 イ ン タ ー フ ェ ー ス 技 術

脳 活 動 非 侵 襲

計 測 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

高
精
度
オ

ン
ラ
イ
ン
マ

ル
チ
モ
ー
ダ

ル
同
時
計

測
装
置
の
実

用
化

脳
情
報
伝
達

に
最
適
な

情
報
表
現
方

法
の
確
立

と
脳
直
結

型
汎
用
情
報

入
力
装
置
の

開
発

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

脳 情 報 復 号 化

技 術

イ ン タ フ ェ ー

ス 技 術

脳 情 報 の 評 価 技

術

近
赤

外
光

と
電

場
、

磁
場

の
同

時
リ

ア
ル

タ
イ

ム
計

測
技

術
の

精
緻

化

複
数

手
法

を
組

み
合

わ
せ

た
計

測
に

最
適

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

近
赤

外
光

と
電

場
、

磁
場

の
同

時
リ

ア
ル

タ
イ

ム
計

測
技

術
の

確
立

感
情

，
意

味
理

解
，

ス
ト

レ
ス

，
ひ

ら
め

き
の

復
号

化
手

法
の

確
立

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

非
侵
襲
で
一

般
向
け
の

脳
直
結
型
リ

ア
ル
タ
イ

ム
通
信
イ

ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
の

開
発
と
実

用
化

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
わ

る
脳

情
報

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

作
成

脳
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー

ス
か
ら
情

報
提
示
シ
ス

テ
ム
を
評

価
し
創
造
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

を
支
援
す

る
技
術
の
確

立

復
号

化
技

術
の

利
用

脳 情 報 モ デ ル

化 技 術

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

運
動

，
感

覚
，

注
意

，
感

情
，

行
動

選
択

，
意

味
理

解
，

ひ
ら

め
き

に
関

す
る

脳
内

機
構

の
モ

デ
ル

化

モ
デ

ル
に

基
づ

く
脳

内
情

報
や

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

予
測

モ
デ
ル
に
基

づ
き
適
切

に
情
報
を

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る

技
術
の
開

発

非
侵

襲
脳

活
動

計
測

技
術

の
利

用

モ
デ

ル
の

利
用

運
動

，
感

覚
，

注
意

，
行

動
選

択
に

関
わ

る
脳

内
情

報
表

現
の

特
定

と
復

号
化

手
法

の
確

立

障
害

者
向

け
な

ど
限

ら
れ

た
用

途
で

の
通

信
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
の

開
発

脳
内

情
報

復
号

化
の

た
め

の
分

析
方

法
の

確
立

運
動

，
感

覚
，

注
意

，
感

情
，

行
動

選
択

，
意

味
理

解
，

ひ
ら

め
き

に
関

す
る

脳
内

機
構

の
特

定

感
情

，
ス

ト
レ

ス
，

意
味

理
解

，
創

造
性

に
関

連
す

る
脳

活
動

の
特

定

脳
内

情
報

符
号

化
方

式
の

開
発

創
造

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
の

評
価

・
支

援
シ

ス
テ

ム
の

開
発

 

図
３

－
４

－
３

－
７

 
脳

情
報

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

技
術

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
 

61



 

（４）ユビキタスプラットフォーム 

（研究開発分野の概要） 

 ユビキタスプラットフォームとは、いつでもどこでも誰でも、その場の状況に応じた

必要な情報通信サービスを簡単に利用可能にする共通基盤（プラットフォーム）を生

み出すための研究開発分野である。この分野の研究開発を進めていくことで、混在

する様々なネットワーク技術や、大規模・複雑化するシステムを意識せず、ユーザが

自由に創意工夫して新しいサービスを生み出せる環境を実現する。 

 

(研究開発課題と現状分析) 

 この研究開発分野には、「ユビキタスサービスプラットフォーム技術」「個人認証・課

金システム技術」「ユビキタス端末技術」「著作権管理(DRM)基盤技術」及び「空間情

報基盤技術」の５つの研究開発課題が含まれる。 

 

① 「ユビキタスサービスプラットフォーム技術」は、センサ、ネットワーク機器、端末

等から得られた情報を収集・統合して、状況情報（コンテキスト）を生成し、いつ

でもどこでも誰でも、その場の状況に応じた必要な情報通信サービスを簡単に

利用可能とするための技術である。ユビキタスサービスを支える基盤技術として、

我が国をはじめ、欧州、韓国などでも活発に研究開発が進められている。予測

される市場規模は、国内で 4.2 兆円（2015 年）、世界で 15 兆円（2015 年）と非常

に大きい。 

 

② 「個人認証・課金システム技術」は、IC カード、電子タグ、情報家電等によって個

人が認証される基盤であると同時に、各認証手段間の相互接続性・相互運用性

の確保、決済インフラ間における相互運用性の確立等、セキュアな国際間決済

サービス等の課金システムを構築するために必要不可欠な基盤技術である。我

が国をはじめ、欧米や韓国等においても活発に研究開発や実証実験が進めら

れており、将来の市場規模は、国内で 2,600 億円程度（2015 年）、世界で 2.6 兆

円程度（2015 年）と見込まれる。 

 

③ 「ユビキタス端末技術」は、電子タグやセンサ等の広範囲な情報を収集したり、

ユビキタスサービスプラットフォーム技術やユビキタス個人認証課金サービス基

盤技術等を利用するための端末技術である。ユビキタスサービスを最大限に活

用するための必須技術であり、我が国ばかりでなく、韓国等においても活発に

研究開発が進められている。その将来の市場規模も極めて大きく、国内で3.5兆

円（2015 年）、世界で 29 兆円（2015 年）と予想される。 

 

④ 「著作権管理（DRM）基盤技術」は、全てのデジタルコンテンツの著作権者にとっ

て、その著作権に基づく利用制限の付与や変更が容易に行え、利用者にとって

は、いつでもどこでもコンテンツの利活用が自由に行える環境を実現する著作

権管理基盤技術である。我が国の研究開発水準はおおむね欧米と拮抗したレ

ベルにあるが、世界に先駆けて DRM 付き動画配信を実現する等、先進的な取

組を行っている。この技術は不正コンテンツ流通を防ぎ、健全なコンテンツ流通
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を促進する上で必要不可欠な技術であり、本技術が確立されないときに想定さ

れる市場損失（2015 年において、国内で 800 億円、世界で１兆円）を防ぐ意味で

非常に重要である。 

 

⑤ 「空間情報基盤技術」は、ユーザの居場所に関連した情報や、ユーザが指定し

た任意の場所の情報を、詳細な場所を特定できるコード（空間コード）を介して

地理情報データベースから取り出して利用可能とするための技術である。我が

国だけでなく韓国等においても、研究開発が精力的に進められている。関連市

場としては GIS 全体の将来市場規模が国内で 6.1 兆円（2010 年）、海外で 21.9

兆円（2010 年）と予想される。 

 

 (重点研究開発課題と推進方策) 

 この研究開発分野においては、全てのサービスに共通する技術の基盤性、その基

盤の形成やそれを活用して生み出される新たなサービスの市場規模、さらにはそれ

をいち早く国際展開していくことをも勘案して、我が国の国際競争力強化の観点から、

「ユビキタスサービスプラットフォーム技術」を、我が国全体として重点的に取り組む

べき研究開発課題として位置付けることが適当である。 

 本研究課題は、適用領域が広範に及ぶため、成果が曖昧に見えることのないよう、

国民のさまざまな直接のニーズを汲み取り、共通技術としてまとめ上げてゆくととも

に、わかりやすい成果を示してゆくことが重要である。 

 この研究開発分野の研究開発の推進にあたっては、産学官連携が重要であり、

「ユビキタスネットワーキングフォーラム」や、「モバイルＩＴフォーラム」等の民間フォー

ラム等と積極的に連携することが望ましい。さらに、欧州では FP7 の枠組みの中で

「未来のネットワーク」分野における共同プロジェクトが、また、韓国では u-IT839 戦

略における電子タグ（RFID）やセンサーネットワーク（USN）を活用したパイロットプロ

ジェクト等が推進されており、これらの国々の取組との親和性にも留意しつつ、国際

連携を進めていくことが望ましい。 

 国際標準化については、タイムリーに対応することが必要である。ITU-R/T、ISO

等の国際標準化機関はもちろんのこと、必要な場合は民間が中心となって積極的に

W3C や OMA、OASIS 等の民間標準化団体に標準化を働きかけてゆくことが望まし

い。 
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（５）セキュアネットワーク 

（研究開発分野の概要） 

セキュアネットワークとは、悪意のある通信からネットワークを守る通信技術、認

証・暗号技術を実現するとともに、災害時や非常時における通信を維持する技術を

開発することで、安心安全な通信インフラを実現することを目標とする研究開発分野

である。 

 

（研究開発課題と現状分析） 

この研究開発分野には、「非常時情報通信技術」「ネットワーク運用管理技術」「悪

意ある通信遮断技術」「成りすまし防止技術」「次世代暗号技術」及び「情報漏えい防

止技術」の７つの研究開発課題が含まれる。 

 

① 「非常時衛星・地上通信技術」は、災害時をはじめ、大規模イベントや新年・クリ

スマスなど急激なトラフィックの変動にも耐えられるネットワークを動的に構築す

る技術、災害発生予測および災害発生状況収集のための観測技術、災害時の

被災者・状況に関する情報の収集・配信技術、通信回線確保を実現するマルチ

システムアクセスに関する技術等、非常時またはそれに備えて必要とされるネッ

トワーク技術全般を包含した技術である。特に災害の多い日本では、非常時に

おいて被災者救出・支援や状況把握に必要な情報を収集・配信可能とする防

災・減災技術として、災害時にも速やかに利用できるネットワークを構築する技

術が重要となる。この研究開発課題については、基盤技術の研究において欧米

に先行されているものの、防災・減災への応用(非常時通信網構築技術)では日

本での研究も進んでいる。また、観測技術や情報収集・配信技術等においては、

我が国の研究開発水準は諸外国と比べると研究開発水準は高く、米国と同等

レベルである。また、災害時にも確実につながり国民の安心・安全に大きく寄与

する地上／衛星共用モバイル通信技術については、欧米においても次世代衛

星システムの研究開発が積極的に進められており、その研究開発水準は我が

国と拮抗している。非常時、とりわけ災害対策・危機管理に関する研究開発は、

発展途上国への支援を含めて ITU での研究課題にもなっており、積極的な貢献

は我が国の社会安全の観点からばかりでなく、国際的なプレゼンスの向上とい

う点でも重要である。また、このような技術は、ICT の基盤技術として欠くことが

出来ないものであり、一概に市場規模等で、その研究開発の効果を推し量れる

ものではないが、関連市場規模予測として、国民の安心・安全を確保する新た

な地上／衛星共用携帯電話システムを想定すると、その将来の市場規模は、

国内で 1.3 兆円（2020 年）、世界で 2.6 兆円（2020 年）、災害時の被災者支援ネッ

トワーク(災害時ケアネットワーク)市場を想定すれば、国内市場2,000億円（2025

年）、世界市場 2.0 兆円（2025 年）程度になると見込まれる。ただし、いずれの技

術についてもネットワーク機器市場ばかりでなく防災・減災効果についても重視

する必要がある。 

 

② 「ネットワーク運用管理技術」は、ネットワークの安定的かつ信頼性の高い利用

を実現するための技術であり、ネットワーク管理技術としての悪意のある通信を
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検知・防衛・回復・予防する技術および、ネットワークを構成する機能・機器の安

全性を高める技術がその中でも重要な技術である。我が国の研究開発水準は

諸外国と比べても総じて高く、我が国が世界に先駆けて取り組んでいるテーマも

ある。関連市場規模予測として、ネットワークインシデントの検知・防衛サービス

市場、ISP 向けエッジルータ市場、ハイエンドルータ市場、情報通信機器市場規

模を想定したとき、国内市場 7,700 億円（2025 年）、世界市場 6.3 兆円（2025 年）

程度になると見込まれる。 

 

③ 「悪意ある通信遮断技術」は、悪意をもった通信による被害を最小化するため

の技術であり、具体的には、悪意を持った通信を実行しているボットプログラム

を感染したコンピュータから駆除する技術、ならびにネットワークを介して流出し

てしまった情報を検知・削除する技術から成る。これら二つの技術は世界的にも

例を見ない先進的な取組であり、我が国の研究水準は極めて高い。情報通信

技術の高度化により利便性が向上することで新たな市場を創設することが可能

になるが、そもそも利用者が安心して ICT を活用できなければ利用の進展は望

めないものであり、ICT の安心・安全な環境を構築するための基盤である当該技

術が及ぼす社会的・経済的な影響は計り知れないものがある。なお、関連市場

規模としては、ウイルス監視サービス市場、セキュリティ監視製品市場などで、

国内で 860 億円（2025 年）、世界で 5,450 億円（2025 年）程度になると見込まれ

る。 

 

④ 「成りすまし防止技術」は、相手方と対面せずに情報のやりとりが行われるネッ

トワークにおいて、情報が発信元から正しく送信され改ざん等されていないこと

や、個人が正しくその本人であること等を確認・証明するための高度暗号化や

生体認証などの技術である。国内・海外ともに学会レベルで研究が行われてお

り、生体認証等は日本からも提案を行い、国際標準化が進められている。成り

すまし防止技術に係る研究開発の効果は、一概に市場規模等で推し量れるも

のではないが、この研究開発の成果を活かしたアプリケーションとしては、公開

鍵暗号基盤（PKI）他認証系パッケージソフト、暗号系ソフト、及び生体認証など

が挙げられ、その市場規模は国内で 2,600 億円（2012 年）、世界で 2.23 兆円

（2012 年）と予測される。国境をも越えたネットワーク犯罪の増大を踏まえれば、

通信ネットワークで支えられている我々の生活・社会の安全を支えるためには

欠かせない技術といえる。 

 

⑤ 「次世代暗号技術」は、安心・安全な高度情報化社会を支える基盤要素技術と

して、計算機環境等の変化に対応した、より高度な安全性と高い処理性能を有

する方式を実用化し、また、安全性が低下した暗号をより高い暗号へスムーズ

に切り替える手法を確立することにより、長期に渡って安心・安全なシステムとし

て運用することを可能にする技術である。我が国は欧米と肩を並べる世界有数

の研究開発水準にあるが、世界市場においては、政府の支援を受けている米

国政府標準暗号が圧倒的優位な立場にある。この研究開発の成果を活かした

アプリケーションとしては、暗号機能そのものを商品した暗号ライブラリ市場を想
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定すると、国内で 125 億円（2020 年）、世界で 1,250 億円（2020 年）程度とあまり

大きくないが、その機能はネットワークのあらゆる箇所で使用される可能性があ

り、社会・生活の安全を確保するという観点からも重要な技術である。 

 

⑥ 「情報漏えい防止技術」は、情報漏えい等を防ぐために、電子・紙など媒体種

別に依存せず、組織間をやり取りされる情報資産を適正に管理するための技術

である。電子ファイルだけでなく、紙文書や外部記憶媒体まで含めた総合的な

情報資産管理技術は世界的にも実用レベルには至っていないが、我が国は

DRM 技術等の要素技術については世界トップレベルの研究開発水準にある。

情報漏えい防止に係る研究開発の効果は、一概に市場規模等で推し量れるも

のではないが、関連市場規模としては、シンクライアントやフォレンジック製品、

検疫ソフトなどといった内部セキュリティ製品が想定され、国内で 1,030 億円

（2025 年）、世界で 3,850 億円（2025 年）程度になると見込まれる。 

 

（重点研究開発課題と推進方策） 

この研究開発分野における研究開発課題は、その成果によって創成される市場

の規模で他の分野と単純に比較すれば必ずしも大きいとはいえないが、いずれも我

が国の社会・生活基盤の充実・安全の確保という観点からは、欠かすことのできない

重要なものである。 

「ネットワーク運用管理技術」「悪意ある通信遮断技術」「成りすまし防止技術」等

の情報通信ネットワークのセキュリティ対策技術については、対処すべき課題が時と

ともに変化していくことから、今後とも時宜に応じた研究開発を適切に実施していくこ

とが必要である。このため、現段階ではそれらを一括して「情報セキュリティ技術」と

して扱い、我が国全体及び政府として重点的に研究開発に取り組んでいくことが適

当である。 

一方、自然災害が社会生活に与える影響の大きさ（被害をできるだけ抑えること

の重要性）とともに、多発する震災等に対処してきた我が国のノウハウを防災ニーズ

の高い諸外国（アジア諸国）に展開していくことは我が国の国際的なプレゼンスの向

上にもつながることを鑑みて、「非常時衛星・地上通信技術」は、我が国全体、とりわ

け政府が重点的に取り組むべき研究開発課題として位置付けて研究開発に取り組

んでいくことが適当である。 

特に、全国どこでも携帯電話を利用でき、大規模災害時にも確実に通信を確保可

能な地上／衛星共用携帯電話システムの研究開発については、我が国の研究開発

水準が主要諸国と比べて拮抗状態にあることを踏まえて、我が国全体及び政府とし

て重点的に取り組んでいくべきである。この研究開発の推進にあたっては、研究開

発レベルの高い日本、欧米各国が連携して進める他、成果の普及の観点から ITU

等の標準化の場でも協力を進めていくことが適当である。また、防災ニーズの高い

アジア諸国には、それぞれの国のニーズに合わせた技術移転を進めていくための

国際連携を進めていくことが重要である。 

なお、主として国内における本研究開発の推進にあたっては、すでに設立されて

いる「次世代安心・安全 ICT フォーラム」を活用しながら、大学、NICT、JAXA 等の

研究開発機関、民間企業等の産学官が連携して推進していくことが適当である。 
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－

４
－

５
－

１
 

セ
キ

ュ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
（
全

体
図

）
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基
礎

段
階

実
用

段
階

災
害
時
の
通
信
回
線
確
保
を
実
現
す

る
マ
ル

チ
シ
ス
テ
ム
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
技

術
の
確

立

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

セ キ ュ ア ネ ッ ト ワ ー ク

非 常 時 衛 星 ・ 地 上 通 信 技 術

防 災 ・ 減 災 基 盤 技 術 重 要 通 信 確 保 技 術

開
発

段
階

20
10

20
25

20
20

20
15

災
害

時
に

被
災

者
救

出
・
支

援
や

状
況

把
握

に
必

要
な

情
報

情
報

を
配

信
す

る
技

術

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
設

計
技

術
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

制
御

技
術

、
他

基
地

局
ア

ク
セ

ス
技

術
等

の
無

線
ア

ク
セ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
け

る
非

常
時

マ
ル

チ
シ

ス
テ

ム
ア

ク
セ

ス
の

基
本

技
術

を
確

立
。

非
常

時
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

技
術

の
実

現

イ
ン

フ
ラ

技
術

の
連

携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

技
術

（非
常

時
通

信
網

構
築

技
術

）

地 上 ／ 衛 星 共 用 モ バ イ

ル 通 信 技 術
災
害
時
等
に
も
携
帯
電
話
か
ら
通
信

を
行
う
た
め
の
技
術
の
確
立

地
上

系
と

の
周

波
数

共
用

技
術

の
開

発

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

・
大

型
展

開
ア

ン
テ

ナ
搭

載
衛

星
移

動
体

通
信

技
術

の
実

現
・
大

型
反

射
鏡

技
術

の
開

発
・
超

マ
ル

チ
ビ

ー
ム

デ
ジ

タ
ル

ビ
ー

ム
フ

ォ
ー

ミ
ン

グ
技

術
の

開
発

・
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
中

継
器

（
通

信
機

）
技

術
の

開
発

・
高

効
率

デ
バ

イ
ス

・
耐

妨
害

波
高

耐
圧

デ
バ

イ
ス

の
開

発

非 常 時 通 信 網 構 築 技 術

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

災
害
時
に
、
被
災
者
救
出
・
支
援
や
状

況
把

握
に
必
要
な
情
報
を
収
集
・
配
信
可

能
と
す

る
防
災
・
減
災
技
術
の
確
立

非
常

時
通

信
の

共
通

基
盤

技
術

に
基

づ
く
下

記
の

通
信

設
備

な
ら

び
に

端
末

を
開

発
。

・
携

帯
電

話
を

初
め

と
す

る
各

種
モ

バ
イ

ル
機

器
で

の
非

常
用

通
信

基
盤

対
応

端
末

を
開

発
。

・
無

線
LA

N
や

近
距

離
無

線
に

よ
る

管
理

不
要

の
ア

ド
ホ

ッ
ク

通
信

基
地

局
設

備
の

開
発

。
・

無
線

LA
N

、
近

距
離

無
線

、
W

iM
AX

な
ど

複
数

の
通

信
手

段
を

具
備

し
た

D
TN

中
継

局
設

備
の

開
発

。

イ
ン

フ
ラ

技
術

の
連

携

大
規

模
災

害
時

の
輻

輳
や

基
地

局
損

壊
等

が
あ

る
環

境
下

で
も

、
残

存
の

様
々

な
通

信
資

源
を

有
効

活
用

し
多

く
の

携
帯

電
話

が
使

え
る

た
め

の
、

共
通

基
盤

制
御

技
術

を
確

立
。

基
地

局
を

用
い

な
い

ア
ド

ホ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

人
対

人
の

通
信

並
び

に
遠

隔
制

御
を

実
現

。

セ
ン

サ
ー

等
に

よ
り

、
災

害
時

に
被

災
者

救
出

・
支

援
や

状
況

把
握

に
必

要
な

情
報

を
収

集
・
配

信
可

能
と

す
る

技
術

を
確

立
。

災
害

時
に

も
確

実
な

通
信

を
確

保
で

き
る

地
上

/
衛

星
共

用
携

帯
電

話
シ

ス
テ

ム

 

図
３

－
４

－
５

－
２

 
非

常
時

衛
星

・
地

上
通

信
技

術
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ
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開
発

段
階

実
用

段
階

ト
レ

ー
ス

バ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
相

互
接

続
方

式
の

確
立

。
ト

レ
ー

ス
バ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

方
式

の
確

立
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

お
け

る
ト

レ
ー

ス
バ

ッ
ク

技
術

の
実

用
化

基
礎

段
階

微
細

な
サ

イ
バ

ー
攻

撃
を

検
知

(感
知

)し
て

(予
兆

分
析

)、
以

後
に

発
生

す
る

本
格

的
な

サ
イ

バ
ー

攻
撃

を
予

知
す

る
技

術
を

確
立

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
策
技
術
の
高
度
化
、

検
知
、
予
知
技
術

の
確
立
。

セ キ ュ ア ネ ッ ト ワ ー ク

ネ ッ ト ワ ー ク 運 用 管 理 技 術

ネ ッ ト ワ ー ク イ ン シ デ ン ト

の 分 析 ・ 対 策 技 術

ト レ ー サ ブ ル ネ ッ ト ワ ー ク 技 術

開
発

段
階

実
用

段
階

送
出
機
器
の
ア
ド
レ
ス
を
詐
称
し
て
い

る
通

信
で
あ
っ
て
も
、
本
当
の
送
出
機
器
を

探
知

し
う
る
ト
レ
ー
ス
バ
ッ
ク
技
術
の
確

立
。

20
10

20
25

20
20

20
15

仕
掛

け
ら

れ
て

い
る

サ
イ

バ
ー

攻
撃

を
実

時
間

で
分

析
し

、
対

策
に

向
け

た
情

報
を

導
出

す
る

技
術

を
確

認

攻
撃

の
実

時
間

検
知

に
よ

る
、

真
の

発
信

元
追

跡

（
真

の
攻

撃
元

の
情

報
共

有
に

よ
る

予
知

精
度

向
上

不
正

経
路

広
告

元
の

追
跡

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
機

能
・
機
器
等
の
安
全
性
検
証
の
確
度
を
高
め

る
技
術
の
確
立
。

経 路 ハ イ ジ ャ ッ ク の 検 知 ・

回 復 ・ 予 防 に 関 す る 技 術

情 報 通 信 機 器 の 安 全 性 ・

信 頼 性 の 検 証 ・ 評 価 技 術

経
路

ハ
イ

ジ
ャ

ッ
ク

の
検

知
・
回

復
・
予

防
に

関
す

る
技

術
の

確
立

情
報

通
信

機
器

の
安

全
性

・
信

頼
性

の
検

証
・

評
価

を
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

及
び

評
価

指
標

の
基

礎
を

確
立

。

セ
キ

ュ
ア

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
網

管
理

の
実

現

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

経
路
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
の
検
知
・
回
復
を
数
分

以
内
で
可
能
と
す
る
技
術
お
よ
び
、
経
路
ハ

イ
ジ
ャ
ッ
ク
の
発
生
を
予
防
可
能
と
す
る
技

術
の
確
立

 

図
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ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
運

用
管

理
技

術
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ
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通
信
パ
タ
ー
ン
を
解
析
し
て
未
知
の
ボ
ッ
ト

を
検
知
し
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
関
す
る
通
信

を
遮
断
す
る
技
術
の
確
立

20
10

20
25

20
20

20
15

セ キ ュ ア ネ ッ ト ワ ー ク

悪 意 あ る 通 信 遮 断 技 術

ボ
ッ

ト
駆

除
の

た
め

の
基

盤
の

構
築

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
情
報
流
出
が

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
際
の
情
報
漏
出
発

生
を
迅

速
に
検
知
し
、
漏
出
情
報
の
無
制
限
な

流
通
・
拡
散
を
防
止
す
る
基
盤
技
術
の
確

立

ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ た 情 報 流 出 の 検 知 及

び 漏 出 情 報 の 自 動 流 通 停 止 の た め の 技 術

自
動

転
送

型
フ

ァ
イ

ル
共

有
ソ

フ
ト

に
よ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

通
じ

た
情

報
流

出
の

検
出

及
び

漏
出

情
報

の
自

動
流

通
停

止
の

た
め

の
技

術
の

確
立

ボ ッ ト 対 策 な ど サ イ バ ー 攻 撃 の

停 止 に 向 け た 枠 組 み の 構 築

悪
意

あ
る

通
信

の
遮

断
実

現

実
用

段
階

開
発

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

情
報
漏
え
い
等
を
防
ぐ
た
め
に
、
高
度
な
暗

号
認
証
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
盤
技
術
を
確

立
。

成 り す ま し 防 止 技 術

暗
号

・
認

証
プ

ロ
ト

コ
ル

の
検

証
手

法
の

提
案

・
実

現
（
既

存
攻

撃
に

対
す

る
安

全
性

の
検

証
手

法
の

確
立

）
、

証
拠

性
を

確
保

し
た

ロ
グ

保
存

等
の

管
理

基
盤

技
術

の
確

立
、

漏
洩

電
磁

波
の

評
価

手
法

と
対

策
技

術
の

確
立

バ
イ

オ
メ

ト
リ

ク
ス

認
証

基
盤

技
術

の
確

立
バ

イ
オ

メ
ト

リ
ク

ス
認

証
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

評
価

手
法

の
確

立
バ

イ
オ

メ
ト

リ
ク

ス
情

報
保

護
型

認
証

技
術

の
確

立

暗
号

・
認

証
プ

ロ
ト

コ
ル

の
検

証
手

法
の

提
案

・
実

現
（
任

意
の

プ
ロ

ト
コ

ル
を

対
象

に
、

安
全

性
証

明
等

検
証

手
法

を
確

立
）

情
報
資
産
の
漏
え

い
等
を
防
ぐ
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
資

産
を
管
理
す
る
基
盤
技
術

を
確
立

成
り

す
ま

し
対

策
技

術
の

実
現

セ キ ュ リ テ ィ 基 盤 技 術

 

図
３

－
４

－
５
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悪

意
あ

る
通

信
遮

断
技

術
及

び
成

り
す

ま
し

防
止

技
術

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
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実
用

段
階

R
SA

よ
り
も
サ
イ
ズ
が

小
さ
い
高
速
か
つ
安

全
な
公
開
鍵
暗
号
・
デ
ジ
タ
ル
署
名
の
開
発

を
実
施

基
礎

・
開

発
段

階

将
来
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
進
展
を
考

慮
し
た
、
次
世
代
暗
号

よ
り
も
高
速
か
つ
安

全
な
共
通
鍵
暗
号
の
開
発
を
実
施

セ キ ュ ア ネ ッ ト ワ ー ク

次 世 代 暗 号 技 術

次 々 世 代 共 通 鍵 暗 号 技

術

次 世 代 公 開 鍵 暗 号 技 術

開
発

段
階

20
10

20
25

20
20

20
15

次 世 代 ハ ッ シ ュ 技 術

基
礎

研
究

開
発

・
実

用
段

階

ハ
ッ

シ
ュ

関
数

の
評

価
技

術
の

開
発

次
世

代
ハ

ッ
シ

ュ
関

数
AH

S
相

当
の

設
計

技
術

の
評

価
検

証

暗
号
の
基
盤
技
術
の
１
つ
で
あ
る
ハ
ッ
シ
ュ

関
数
の
評
価
技
術
・
設
計
技
術
の
開
発
を
実

施

耐 量 子 計 算 機 公 開 鍵 暗 号

技 術

基
礎

段
階

開
発

段
階

量
子
計
算
機
が
実
用
化
さ
れ
て
も
安
全
性
が

危
殆
化
し
な
い
暗
号
・
署
名
技
術
の
開
発
を

実
施

特
定

領
域

向
け

の
ハ

ッ
シ

ュ
関

数
の

開
発

、
実

用
化

へ
の

展
開

次
々

世
代

ハ
ッ

シ
ュ

関
数

に
係

る
研

究
開

発
の

実
施

次
々

世
代

ハ
ッ

シ
ュ

関
数

の
実

用
化

へ
の

展
開

次
世

代
共

通
鍵

暗
号

へ
の

解
読

手
法

の
開

発

次
々

世
代

暗
号

の
評

価
技

術
の

開
発

次
々

世
代

共
通

鍵
暗

号
へ

の
設

計
技

術
の

評
価

検
証

次
々

世
代

共
通

鍵
暗

号
の

開
発

次
々

世
代

共
通

鍵
暗

号
の

実
用

化
へ

の
展

開

次
世

代
公

開
鍵

暗
号

の
開

発

次
世

代
公

開
鍵

暗
号

の
実

用
化

へ
の

展
開 量

子
計

算
機

が
実

用
化

さ
れ

て
も

安
全

な
暗

号
の

技
術

を
確

立

量
子

計
算

機
が

実
用

化
さ

れ
て

も
安

全
な

署
名

の
技

術
を

確
立

実
用

化
へ

の
展

開

次
世

代
暗

号
の

実
現

耐
量

子
計

算
機

暗
号

の
実

現

次
々

世
代

暗
号

技
術

の
実

現

 

図
３

－
４

－
５

－
５

 
次

世
代

暗
号

技
術

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
（
１

）
 

77



 

基
礎

研
究

・
開

発
段

階
実

用
段

階

長
期
間
保
存
す
る
署
名
・
暗
号
に
つ
い
て
、

暗
号
方
式
が
危
殆
化
し
て
も
有
効
性
を
維
持

す
る
た
め
の
技
術
の
開
発
を
実
施

セ キ ュ ア ネ ッ ト ワ ー ク

次 世 代 暗 号 技 術

長 期 保 存 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

ペ ア リ ン グ 応 用 技 術

基
礎

研
究

・
開

発
段

階
実

用
段

階

ペ
ア

リ
ン

グ
応

用
技

術
を

確
立

ペ
ア

リ
ン

グ
の

実
装

技
術

を
確

立
ペ

ア
リ

ン
グ

の
実

用
化

技
術

を
確

立
及

び
実

用
化

へ
の

展
開

長
期

保
存

技
術

の
実

用
化

へ
の

展
開

楕
円
曲
線
上
の
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（６）センシング・ユビキタス時空基盤 

（研究開発分野の概要） 

センシング・ユビキタス時空基盤とは、地球の大気や水の計測・センシングや、宇

宙環境や電波伝搬の監視・予測、衛星による測位、時間・周波数基準の発生や供給、

電磁環境保護技術など、ICT を社会・生活に利活用するための基盤を確立するため

の研究開発分野である。 

 

（研究開発課題と現状分析） 

この研究開発分野には、「環境センシング技術」「電波伝搬障害監視予測技術」

「高精度衛星測位基盤技術」「高精度時刻・周波数標準技術」及び「電磁環境保護技

術」の５つの研究開発課題が含まれる。 

 

① 「環境センシング技術」は、原子・分子レベルから宇宙空間までの環境情報をト

ータルにカバーする世界最高精度の計測・センサ技術、宇宙システム技術で、

全地球規模の環境監視や災害把握等に資する環境計測技術の確立を目指し

ており、欧米でも活発に研究が進められている。市場規模は大きくはないものの、

新たな市場が創出され、新気象情報サービス市場では、旱魃、洪水の事前対策

を促進させる事ができ、大きな効果があると予想されるほか、テラヘルツ波利用

市場は、国内で 7,300 億円（2015 年）、世界で 3.6 兆円（2015 年）と見込まれてい

る。 

 

② 「電波伝搬監視・予測技術」は、社会インフラや宇宙利活用、測位・通信・放送な

ど電波利用に影響を与える宇宙環境変動をリアルタイムに監視・予測し、被害を

低減させ、安定した利用を実現する技術であり、米国・欧州・中国などが推進し

ている。電波障害予報サービス等が実現でき、その市場規模は国内で 30 億円

（2015年）、世界で140億円（2015年）と予想されるが、磁気嵐による障害対策に

よる被害・損失の予防や GPS 依存システムの障害回避などで市場規模以上の

大きな効果がある。 

 

③ 「高精度衛星測位基盤技術」は、準天頂衛星等を活用した、高精度な衛星測位

基盤技術であり、欧米などでは衛星搭載原子時計の開発・改良が進んでいる。

我が国では既に GPS による衛星測位の利用が国民生活の中に幅広く浸透して

いる現状であり、市場価値は高い。また、米国の GPS との相互運用性の確保が

重要であり、継続的に米国と連携する必要がある。準天頂衛星システムを対象

とした場合、市場規模は国内で 2,000 億円（2020 年）と予想される。 

 

④ 「高精度時刻・周波数標準技術」は、高精度な周波数標準器の構築と、標準電

波による時刻情報の供給、ならびに時空間情報の精密計測技術である。時間と

位置はあらゆる事象の根源的な指標であり、科学技術立国、安心・安全な生活

社会への影響を考えると、高精度な時空間基準を我が国でもつことの意味は大

きい。また国際的な比較と統一が必須であり、国際連携の必要性が高いと考え

られる。市場規模では重要性が表せないと考えられるが、タイムビジネス市場に
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限定すると、その市場規模は、現時点で国内で約 1,500 億円である。 

 

⑤ 「電磁環境保護技術」は、あらゆる機器・システムを電磁干渉や生体影響のない

状態で使用可能とするために必要な EMC（電磁適合性）に関する計測・評価・対

策技術である。日本の研究水準は概して高いが、新たな通信方式に対応して、

新たな評価方法や基準が必要であり、産学官の連携や国際連携が極めて有効

である。関連する市場規模としては、ノイズ対策市場が全世界で現時点で１兆

円程度と考えられる。そのうち情報通信機器内の EMC 対策部品やセキュリティ

対策が大きく、合計で6,000億円程度と予想される。それ以外に関連する計測器

の市場があるがそれほど大きくはない。以上の関連市場を合計すると、本技術

の市場規模は、世界で約 8,000 億円（2010 年）と予想される。 

 

（重点研究開発課題と推進方策） 

この研究開発分野においては、我が国の社会・生活基盤の充実の観点から、今

後特に重要となる地球環境保全や災害把握のための計測技術の必要性を重視して、

「環境センシング技術」を、また、ユビキタスネット社会において、身のまわりに遍在

するあらゆる機器や人体等に与える影響を抑える必要性を重視して、「電磁環境保

護技術」を我が国全体として重点的に取り組むべき研究開発課題と位置付けること

が適当である。 

さらには、研究開発を進める上でリスクが高いほか、産学官連携や国際連携を円

滑に推進する役割が期待されることから、政府が資金の提供も含めて重点的に取り

組むべき研究開発課題とも位置付けることが適当である。 

この研究開発分野においては、NICT を含めた研究開発機関や大学、企業ごとに

優位性のある技術が異なることから、NICT等の公的研究開発機関が核となりながら、

大学、民間企業と連携しつつ効果的、効率的に研究開発を推進していくことが適当

である。 

また、衛星による測位や時空間基準、さらには電磁環境保護技術等、いずれの研

究開発課題についても相互運用性や国際的な基準の統一が必要であり、研究開発

ばかりでなく国際標準化活動においても政府も関与しつつ諸外国との密接な連携を

図っていくことが適当である。さらに、利用技術に関しては、研究開発を実施している

欧米ばかりでなく、利用する立場となるアジア諸国等とも連携を取りながら、その成

果展開に活かしていくことが適当である。
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互

作
用
）

・
豪

雨
災

害
等
を
も

た
ら
す

降
水
系

の
グ

ロ
ー

バ
ル

３
次

元
高

精
度

観
測

レ
ー

ザ
モ

ジ
ュ

ー
ル

化
、

航
空

機
搭

載
シ

ス
テ

ム
開

発

衛
星

搭
載

型
C

O
2
技

術
実

証

Ｃ
Ｏ

２
ラ

イ
ダ

ー
（
地

上
実

証
）

人
工

衛
星

に
搭

載

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

・
衛

星
に

よ
る

温
室

効
果
ガ

ス
３
次

元
計
測

・
温

室
効

果
ガ

ス
グ

ロ
ー
バ

ル
３
次

元
高
精

度
観

測
に

よ
る

温
暖
化
分

析
、
予

測
精
度

の
向

上

・
ロ

ー
カ

ル
な
温

室
効
果

ガ
ス
３

次
元

分
布

の
高

精
度
観
測

に
よ
る

温
暖

化
分

析
・

予
測

制
御

精
度
の

向
上

・
対

象
に

応
じ
た

ア
ダ
プ

テ
ィ
ブ

な
観

測
制

御・
マ

ル
チ

粒
度
デ
ー

タ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
空
間

の
構

造
化
、

組
織
化

全
共

通

次 世 代 ド ッ プ

ラ ー レ ー ダ 技 術

・
集

中
豪

雨
や

竜
巻

な
ど
、

短
時
間

で
甚
大

な
被
害

を
も
た

ら
す
局

所
突
発

気
象
現

象
の

早
期

警
戒
、
リ

ア
ル
タ

イ
ム

警
戒
の

精
度
が

向
上
。

・
電

波
－

光
の

ハ
イ

ブ
リ
ッ

ド
セ
ン

サ
の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
展

開
、
ア

ダ
プ
テ

ィ
ブ
制

御
が

実
現

し
、
き
め

細
か
い

情
報

を
国
民

一
人
一

人
に
配

信
す
る

次
世

代
大

気
セ

ン
シ

ン
グ

シ
ス
テ
ム

が
実
現

災
害

予
測

、
情

報
伝

達
シ

ス
テ

ム
の

開
発

広
域

高
密

度
空

間
ス

キ
ャ

ン
シ

ス
テ

ム
を

実
現

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
を

開
発
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セ ン シ ン グ ・ ユ ビ キ タ ス 時 空 基 盤

電 波 伝 搬 監 視 ・ 予 測 技 術

宇 宙 環 境 監 視 ・ 予 測 技 術 電 波 伝 搬 障 害 監 視 ・ 予 測 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

社
会

イ
ン

フ
ラ

や
宇

宙
利

活
用

に
影
響

を
与

え
る
宇

宙
環

境
変

動
を

リ
ア

ル
タ
イ

ム
に

監
視
・

予
測

す
る

技
術

を
構

築
し
、

宇
宙

環
境

変
動

の
影

響
を

受
け

る
社
会

イ
ン

フ
ラ

の
宇

宙
開

発
・

利
活

用
の
安

心
安

全
の
確

保
に

貢
献

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

宇
宙

環
境

評
価

・
予

測
技

術
の

開
発

太
陽

活
動

サ
イ

ク
ル

の
活

動
レ

ベ
ル

予
測

に
基

づ
く
数

年
レ

ベ
ル

の
中

長
期

予
測

電
離

圏
リ

ア
ル

タ
イ

ム
ト

モ
グ

ラ
フ

ィ
技

術
の

開
発

数
時

間
～

1日
先

の
電

離
圏

擾
乱

予
測

手
法

の
開

発

電
波

伝
搬

障
害

の
発

生
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
に

よ
る

高
度

予
測

技
術

の
開

発
（
1時

間
前

の
擾

乱
予

測
）

測
位

・
通

信
・

放
送

な
ど

電
波

利
用
に

影
響

を
与

え
る

現
象
を

監
視
・

予
測
し

、
安

定
し
た

利
用

を
実

現
す
る
技

術
を
確

立

高 精 度 衛 星 測 位 基 盤 技 術

開
発

段
階

実
用

段
階

衛
星

測
位
技

術
の

確
立

静
止

衛
星

・
地

上
局

間
の

双
方

向
時

刻
・
周

波
数

比
較

技
術

の
確

立

ET
S-
Ⅷ

に
よ

る
要

素
技

術
開

発

衛
星

搭
載

原
子

時
計

同
士

の
時

刻
・周

波
数

比
較

技
術

非
静

止
衛

星
・
地

上
局

間
の

双
方

向
時

刻
・
周

波
数

比
較

技
術 準

天
頂

衛
星

初
号

機
に

よ
る

技
術

実
証

太
陽

及
び

内
部

太
陽

圏
の

観
測

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

お
よ

び
そ

の
融

合
技

術
の

開
発

地
上

・
衛

星
観

測
デ

ー
タ

を
用

い
た

宇
宙

放
射

線
変

動
速

報
技

術
の

開
発

地
上

･衛
星

観
測

デ
ー

タ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

デ
ー

タ
駆

動
型

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

に
よ

る
磁

気
圏

・
放

射
線

帯
・
電

離
圏

総
合

監
視

技
術

の
開

発
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電
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予
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セ ン シ ン グ ・ ユ ビ キ タ ス 時 空 基 盤

高 精 度 時 刻 ・ 周 波 数 標 準 技 術

高 精 度 時 間 ・ 周 波 数 標 準 の

発 生 技 術

時 間 ・ 周 波 数 標 準 の 供 給 ・

利 活 用 基 盤 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

時 間 ・ 空 間 情 報 の 精 密 計 測 技 術

実
用

段
階

高
精
度
時
間
周
波
数
標
準
を
比
較
・
活
用

す
る
た
め
の
計
測
技
術
を
確
立
す
る

開
発

段
階

実
用

段
階

社
会
生
活
、
産
業
基

盤
か
ら
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
基

盤
ま
で
を
支
え
る

時
刻
周
波
数
標
準

複
数

の
衛

星
測

位
シ

ス
テ

ム
（
G

P
S
等

）
を

利
用

し
た

高
精

度
時

刻
比

較
技

術
の

実
現

開
発

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

簡
便

に
正

確
な

時
刻

情
報

を
認

証
す

る
こ

と
の

で
き

る
ユ

ビ
キ

タ
ス

時
刻

認
証

シ
ス

テ
ム

の
実

用
化

複
数

の
遷

移
周

波
数

の
高

精
度

比
較

よ
り

基
礎

物
理

定
数

の
時

間
的

変
化

を
観

測
や

超
高

安
定

周
波

数
光

源
に

よ
る

通
信

技
術

の
発

展
に

貢
献

S
r原

子
の

光
領

域
遷

移
周

波
数

を
C

s原
子

周
波

数
標

準
と

同
等

の
精

度
で

測
定

イ
オ

ン
や

中
性

原
子

の
光

領
域

の
遷

移
周

波
数

の
精

度
を

C
s原

子
周

波
数

標
以

上
に

向
上

精
度

1
0
^（

-
1
2
）
以

内
の

周
波

数
情

報
と

10
μ

s以
内

の
精

度
の

時
刻

情
報

を
標

準
電

波
で

供
給

す
る

と
と

も
に

、
IS

O
1
7
0
25

に
基

づ
い

て
、

精
度

5
×

1
0
^（

-
1
4
）
の

高
品

質
な

周
波

数
較

正
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

・
C
sを

用
い
た
定

義
の
実

現
限
界
を
超
え
、
高

い
周
波

数
に

よ
る
計

測
時

間
の
短

縮
化
も
併

せ
て
実
現

す
る
新
た
な
秒

の
定
義

の
制

定

・
科

学
計

測
の
最
高

精
度

を
さ
ら
に
押

し
上

げ
、
基
礎

科
学

や
時
空

計
測

の
発

展
の
基
盤
と
な
る
標

準
を
構
築

す
る

2
台

目
の

C
s原

子
泉

型
一

次
周

波
数

標
準

器
を

完
成

さ
せ

て
、

N
IC

T
-
C

sF
1と

の
周

波
数

比
較

を
行

な
う

と
共

に
C

a+
イ

オ
ン

の
光

領
域

遷
移

周
波

数
を

C
s原

子
周

波
数

標
準

と
同

等
の

精
度

で
測

定

搬
送

波
位

相
を

利
用

し
た

衛
星

（
G

E
O

）
双

方
向

時
刻

比
較

技
術

の
実

証

国
際

的
に

時
間

と
空

間
基

準
座

標
系

と
が

統
合

し
た

４
次

元
時

空
座

標
系

及
び

国
際

観
測

網
の

確
立

国
際

的
な

時
刻

比
較

網
（
B

IP
M

）
と

IV
S
な

ど
の

宇
宙

測
地

技
術

の
国

際
機

関
を

連
携

・
統

合

光
周

波
数

標
準

伝
送

の
基

礎
研

究
、

マ
イ

ク
ロ

波
で

は
実

用
段

階 正
確

で
信

頼
で

き
る

時
間

と
空

間
的

な
位

置
の

基
準

を
統

合
し

た
時

空
統

合
標

準
技

術
を

構
築

秒
の

定
義

が
光

領
域

の
も

の
に

変
更

光
標

準
の

超
高

精
度

か
ら

、
実

用
精

度
ま

で
様

々
な

精
度

と
方

法
の

要
求

に
応

じ
た

利
活

用
実

現
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セ ン シ ン グ ・ ユ ビ キ タ ス 時 空 基 盤

通 信 Ｅ Ｍ Ｃ

基 準 評 価 技 術

電 波 防 護 基 準 適

合 性 評 価 技 術

電 磁 環 境 保 護 技 術

総
合

的
な

広
帯

域
電

磁
環

境
基

盤
の

確
保

（
通

信
機

器
・
電

子
／

電
気

機
器

の
発

展
に

合
わ

せ
て

随
時

更
新

）

基
礎

段
階

20
10

20
25

20
20

20
15

電 磁 波 セ キ ュ リ

テ ィ 対 策 技 術

Ｅ Ｍ Ｃ ／ 無 線

計 測 技 術

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

IT
U

-R
の

都
市

雑
音

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
勧

告
の

改
訂

版
を

構
築

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

基
礎

段
階

電
磁

波
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

準
設

定
（
IT

U
-T

)
電

磁
波

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

基
準

対
応

機
器

の
製

品
化

フ
ィ

ル
タ

測
定

法
の

標
準

化
（
C

IS
PR

17
）

新
た

な
無

線
通

信
シ

ス
テ

ム
へ

の
影

響
評

価
法

確
立

生
体

内
ＩＣ

Ｔ
の

ば
く
露

評
価

法
の

確
立

防
護

指
針

の
妥

当
性

再
確

認
新

た
な

情
報

漏
え

い
に

対
応

す
る

電
磁

波
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

準
の

見
直

し

マ
イ

ク
ロ

波
帯

の
雑

音
抑

制
技

術
の

確
立

雑
音

抑
制

技
術

対
応

機
器

の
製

品
化

防
護

指
針

の
妥

当
性

確
認

基
礎

段
階

基
礎

段
階

新
た

な
無

線
通

信
に

対
応

し
た

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
イ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
基

準
策

定

基
礎

段
階

１
１

０
G

H
zま

で
の

電
力

・
ア

ン
テ

ナ
測

定
技

術
の

確
立

１
１

０
G

H
zま

で
の

ス
ペ

ア
ナ

・
大

型
ア

ン
テ

ナ
較

正
技

術
の

確
立

2
7
5
 G

H
zま

で
の

測
定

・
較

正
技

術
の

確
立

基
礎

段
階

新
た

な
情

報
通

信
機

器
に

対
応

し
た

E
M

C
/
通

信
計

測
技

術
の

確
立

開
発

段
階

実
用

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

高
周

波
化

、
高

密
度

実
装

へ
の

対
応

防
護

指
針

の
妥

当
性

再
確

認

基
礎

段
階

基
礎

段
階

第
４

世
代

携
帯

等
、

新
た

な
無

線
通

信
シ

ス
テ

ム
に

対
応

し
た

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
イ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
基

準
策

定
第

４
世

代
携

帯
等

、
新

た
な

無
線

通
信

シ
ス

テ
ム

へ
の

影
響

評
価

法
確

立

通
信

EM
C

(妨
害

/イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

)基
準
の
確
立

通
信
と
電
磁
環
境
の
相
互
影
響
評
価
技
術
の
確
立

電
波
防
護
基
準
適
合
性
評
価
技
術
の
確
立

電
磁
波

の
生
体
影
響
評
価
技
術
の
確
立

電
磁
波
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
技
術
の
確
立

情
報
通
信
機
器
内

EM
C
対
策
技

術
の
確
立

測
定
器
の
高
度
化
・
放
射
電
力
等
測
定
技
術

の
確
立

測
定
器
・
ア
ン

テ
ナ

等
較
正
技
術
の
確
立

準
ミ

リ
波

帯
ミ

リ
波

帯

IE
C

/T
C

10
6の

SA
R

測
定

法
を

改
訂

防
護

指
針

適
合

性
評

価
法

の
妥

当
性

確
認

IT
U

-R
の

都
市

雑
音

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
勧

告
の

再
改

訂
版

を
構

築

低
ノ

イ
ズ

半
導

体
設

計
技

術
の

確
立

広
帯

域
、

高
速

、
高

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

レ
ン

ジ
測

定
技

術
の

確
立

Ｆ
Ａ

Ｒ
活

用
に

よ
る

効
率

的
な

計
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（７）ユビキタス＆ユニバーサルタウン 

（研究開発分野の概要） 

ユビキタス＆ユニバーサルタウンとは、センサーネットワークやロボット等により、

高齢者・障害者をはじめ人に優しく地球に優しいユビキタスネット環境を実現するこ

とを目標とする研究開発分野である。この分野の研究開発を進めていくことで、ユビ

キタスネット社会において国民一人一人が快適で暮らしやすい生活を実感できる環

境を実現することができる。 

 

（研究開発課題と現状分析） 

この研究開発分野には、種々の研究開発課題が内在するが、本研究開発戦略の

他の研究開発分野に包含されるものも多い。その中で、この分野特有の課題として

は、「ネットワークロボット技術」「ホームネットワーク技術」の２つの研究開発課題が

含まれる。 

 

① 「ネットワークロボット技術」は、ユビキタスネットワーク技術とロボット技術を融合

し、様々なタイプのロボットをネットワークを通じて協調・連携させることにより，単

体のロボットではできなかったサービスを実現するための技術である。これにより、

人に尋ねる感覚でロボットが案内・誘導を行うなど、ユビキタスネットワーク技術

で得られる人や場所などに関する情報を活用した人に優しいロボットサービスが

可能となる。ネットワークロボットのコンセプトは、日本発のアイディアであり、これ

に触発されて韓国，米国，欧州でも研究開発が始まったが，我が国の研究開発

水準は非常に高く海外諸国に対し１～３年以上先行している。この研究開発の

成果を活かしたアプリケーションとしては、ロボットによる生活支援，安心安全，

福祉・介護支援が挙げられ、その将来の市場規模は大きく、国内で 5.3 兆円

（2015 年）、世界で 26.3 兆円（2015 年）と予想される。 

 

② 「ホームネットワーク技術」は、様々な通信規格を適切かつ統合的に利用して、

利用者の負担を軽減しながら、様々な家庭向けサービス・コンテンツを高品質に

提供するための各種技術の総称であり、その中核となるホームネットワーク制御

に関する研究開発については、我が国の研究開発水準は高い。ただし、ホーム

ネットワークに利用される個々の通信規格の標準化は、欧米を中心に進められ

ている。この研究開発の成果を活かしたアプリケーションとしては、家庭内の異

種端末を連動させる新しいコンテンツサービスの他、緊急情報の提供等の安全・

安心に向けたサービスが挙げられ、その将来の市場規模は、国内で 11.4 兆円

（2010 年）、世界で 114 兆円（2010 年）と非常に大きい。 

 

（重点研究開発課題と推進方策） 

この研究開発分野は、国民一人一人の日常生活をサポートして快適で暮らしやす

い社会を実現することを目指しており、今後とも継続的に研究開発を実施していくこ

とが望ましい。とりわけ、我が国の国際競争力の強化という観点からは、我が国の

研究開発水準の高さと、それを軸として国際的な標準化をリードして成果展開にも結

び付けていける可能性を勘案して、「ネットワークロボット技術」を、我が国全体として
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重点的に取り組むべき研究開発課題と位置付けることが適当である。 

なお、｢ネットワークロボット技術｣の研究開発は、いまだなお困難な技術課題が多

くリスクが高いほか、製品としてのネットワークロボットは、産業用ロボットと比較して

も市場が未成熟である。また、例えばロボットを街中で動かす場合には、法律の整

備や安全性の確保といった政府の関与が不可欠な問題もある。このため、政府が資

金の提供や関係する企業や大学、研究機関による連携の支援を含めて積極的に関

与して研究開発を推進していく必要がある。 

また、ネットワークロボットは、ネットワークを通じて、ロボット用プログラム、コンテ

ンツ（動作や発話データ）、センサ情報などをロボット同士で相互にやりとりする。こ

のため国際標準策定の取組は不可欠であり、グローバルな成果展開までも見据え

て早い段階から国際連携を推進し、我が国の技術のデファクトスタンダード化も含め

た国際標準策定への貢献を進めていく必要がある。とりわけ、米国、ＥU、アジアに

おける類似のプロジェクトとは密接な連携が欠かせない。 

なお、ネットワークロボットの研究開発の推進にあたっては、すでに 2003 年９月に

「ネットワークロボットフォーラム」が設立されており、今後とも、この場を通じて産学

官が積極的に連携を進めていくことが適当である。また、同フォーラムは、2005 年９

月に「ユビキタスネットワーキングフォーラム」との連携を開始し、ユビキタスネットワ

ーク関連の技術とともに標準化に向けた活動等を進めており、今後ともこのような関

連技術をも視野に入れた取組を継続していくことが適当である。 

さらに、ユビキタスネットワーク技術とロボット技術の連携強化にあたっては、高齢

者・障害者等の生活支援など実社会で役に立つアプリケーション開発と、その有用

性を確認してゆくために、各市町村などの地域と協力した実証実験の推進も有効で

ある。 
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用

段
階

ト
ラ

フ
ィ

ッ
ク

混
在

型
ク

ロ
ス

レ
イ

ヤ
ー

Q
oS

技
術

の
開

発

低
遅

延
コ

ー
デ

ッ
ク

と
ミ

リ
波

通
信

に
よ

る
超

高
精

細
動

画
リ

ア
ル

タ
イ

ム
伝

送

開
発

段
階

実
用

段
階

超
マ

ル
チ

ア
ン

テ
ナ

干
渉

活
用

型
信

号
処

理
技

術
の

開
発

M
IM

O
技

術
応

用
時

空
間

周
波

数
多

重
ア

ク
セ

ス
技

術
の

開
発

デ
ー
タ
の
特
性
に
応
じ
た

Q
oS

制
御

で
快

適
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
す

る
技
術
の
開

発

干
渉
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
周
波
数
利
用

効
率
を
拡
大
す
る

技
術
の
開
発

基
礎

段
階

実
用

段
階

状
況

に
応

じ
た

適
切

な
情

報
の

提
供

。
ユ

ー
ザ

の
状

況
把

握
が

可
能

な
、

身
に

着
け

て
い

る
こ

と
が

意
識

さ
れ

な
い

機
器

腕
時
計
形
態
な
ど
身
に

つ
け
る
情
報
機
器
で

あ
る
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
は
じ

め
、
多
機
能
性
と
使
い

勝
手
を
両
立
さ
せ
る

ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

複
数

の
無

線
で

の
送

受
信

、
表

現
メ

デ
ィ

ア
の

自
由

な
切

り
替

え
給

電
、

通
信

機
能

を
持

つ
服

の
標

準
化

。
身

に
つ

け
た

複
数

の
機

器
間

の
連

携
。

開
発

段
階
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個 人 適 応 エ ー ジ ェ ン ト 緊 急 情 報 提 供 技 術

ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

イ ン テ リ ジ ェ ン ス

ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 制 御

開
発

段
階

実
用

段
階

メ
タ

デ
ー

タ
活

用
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

自
動
的
に

ユ
ー
ザ
の
好
み
に
応
じ
た
形
で

情
報
を
提
供
す
る
技
術
の
開
発

開
発

段
階

実
用

段
階

緊
急

情
報

に
よ

る
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

制
御

技
術

の
開

発

少
な
い
待
機
電
力
で
、
様
々
な
ル
ー
ト
か

ら
提
供
さ
れ
る
緊
急
情
報
を
遅

延
な
く
、
し

か
も
確
実
に
ユ
ー
ザ
に
提
供
す

る
技
術
の
開

発

開
発

段
階

実
用

段
階

異
な

る
通

信
規

格
を

変
換

す
る

ホ
ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
制

御
技

術
の

開
発

伝
送

技
術

の
高

性
能

化

ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
お
い
て
、

情
報

家
電
、
白

物
家
電
を
は
じ
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
、

セ
ン
サ
ー
、

タ
グ
等
の
家

庭
内
機
器
が
、
自

立
的
に
相

互
接
続
・
協
調
運
用
で
き
る
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
技
術

衛
星

放
送

の
大

容
量

化
、

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

型
サ

ー
ビ

ス
コ

ン
テ

ン
ツ

内
容

の
意

味
の

理
解

に
基

づ
く

知
的

メ
デ

ィ
ア

変
換

技
術

緊
急

情
報

に
よ

る
自

動
起

動
省

電
力

化
技

術
の

開
発

家
庭

内
の

機
器

が
相

互
接

続
・情

報
共

有
す

る
連

携
・
協

調
技

術
の

確
立

各
エ

ン
ド

デ
バ

イ
ス

組
込

み
マ

イ
ク

ロ
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
チ

ッ
プ

の
開

発

基
礎

段
階

基
礎

段
階
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次 世 代 Ｉ Ｐ 放 送 ア プ リ ケ ー

シ ョ ン プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

高 速 ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 技 術

ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 技 術

同
軸

、
電

力
線

、
無

線
な

ど
の

異
媒

体
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
シ

ー
ム

レ
ス

に
接

続
す

る
技

術
の

開
発

携
帯

端
末

と
ホ

ー
ム

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
連

携
に

よ
る

コ
ン

テ
ン

ツ
共

有
環

境
の

構
築

次
世

代
ＩＰ
Ｔ
Ｖ
／

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
始
め
と
す
る
映

像
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進
、
高
度
化
の
た
め
、

既
存
の
地
域
依
存
・
サ
ー
ビ
ス

依
存
の
Ｓ

Ｔ
Ｂ
に
対
し
て
、
世
界
共
通
の
基
盤
を
開

発
。

仮
想

O
Sを

含
む

、
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
非

依
存

で
柔

軟
且

つ
オ

ー
プ

ン
な

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
（
AP

I）
の

開
発

、
様

々
な

シ
ス

テ
ム

に
柔

軟
に

対
応

す
る

た
め

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ダ
ブ

ル
C

AS
技

術
の

開
発

番
組

視
聴

中
及

び
視

聴
後

（
録

画
後

）
に

番
組

の
内

容
と

高
度

に
連

携
す

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

確
立

、
Ｔ

Ｖ
／

Ｓ
Ｔ
Ｂ

と
モ

バ
イ

ル
端

末
等

と
の

シ
ー

ム
レ

ス
な

連
携

サ
ー

ビ
ス

を
実

現
す

る
技

術
の

確
立

20
10

20
25

20
20

20
15

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
付

加
価

値
を

高
め

る
メ

タ
デ

ー
タ

及
び

メ
タ

デ
ー

タ
ハ

ン
ド

リ
ン

グ
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

技
術

、
高

速
エ

ン
コ

ー
ド

／
ト

ラ
ン

ス
コ

ー
ド

技
術

50
0M

bp
s程

度
の

伝
送

速
度

を
有

す
る

高
速

ホ
ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
の

開
発

Ｓ
Ｔ
Ｂ
を
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
す
る
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
大
容
量
の
コ
ン
テ
ン
ツ

デ
ー
タ
を
高
速
に
伝

送
・
共
有
す
る
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
開
発

開
発

段
階

実
用

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

高 信 頼 ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 遠

隔 制 御 ・ 管 理 基 盤 技 術

開
発

段
階

実
用

段
階

様
々

な
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

等
が

セ
キ

ュ
ア

な
家

庭
内

機
器

を
活

用
し

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

可
能

と
な

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
技

術

家
庭
外
か
ら
ホ
ー
ム
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
接

続
さ
れ
て
い
る
機

器
へ
の
セ
キ
ュ
ア
な
通
信

を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
ホ

ー
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
状
況
を

モ
ニ
タ
ー
・
遠
隔
制
御
が

可
能
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
実
現
す
る

情
報

家
電

等
の

端
末

に
安

心
・
安

全
に

遠
隔

ア
ク

セ
ス

・
制

御
で

き
る

技
術

Ｎ
Ｇ

Ｎ
サ

ー
ビ

ス
の

制
御

方
式

の
確

立

基
礎

段
階
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二 次 元 通 信 技 術

ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 技 術
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20
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15

開
発

段
階

実
用

段
階

二
次

元
通

信
に

よ
る

安
心

安
全

で
利

活
用

性
の

高
い

新
し

い
通

信
方

式
の

確
立

従
来
の
有
線
や
無

線
で
は
な
く
、
面
で
構
成

す
る
伝
送
媒
体
を

用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
高

速
・
広
帯
域
な
通

信
を
行
う
と
と
も
に
、
電

源
供
給
も
可
能
な

二
次
元
通
信
技
術
の
研
究

開
発
を
実
施
す

る
。
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礎
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（８）高度コンテンツ創造・分析・流通 

（研究開発分野の概要） 

高度コンテンツ創造・分析・流通技術とは、玉石混淆のデジタルコンテンツがあふ

れるネットワーク空間から情報を分析することで信頼できる情報を見極め、知識とし

て収集して利活用することでユビキタスネット社会においても安全にデジタルコンテ

ンツの創造・流通・利活用が行える環境を実現するための研究開発分野である。 

 

（研究開発課題と現状分析） 

この研究開発分野には、「コンテンツ信頼性分析技術」「知識情報基盤技術」及び

「コンテンツ収集・利活用技術」の３つの研究開発課題が含まれる。 

 

① 「コンテンツ信頼性分析技術」は、情報の発信者や評判情報などを分析すること

で、その情報の信頼性や有用性を判断するための技術であり、新たな世代の情

報サービスを支える根幹技術である。研究開発水準は、国内・海外とも大学・研究

機関・企業などで着手された段階である。この研究開発による成果を活かしたア

プリケーションとしては、Web コンテンツ信憑性分析サービス事業をはじめとした新

たな情報サービスが考えられる。このサービスはコンテンツ利用一般に関わるた

め、将来の市場規模は、国内で 0.3 兆円（2015 年）、世界で 3.5 兆円（2015 年）と

予想される。 

 

② 「知識情報基盤技術」は、コンテンツ信頼性分析技術によって信頼度の高い情報

と判断され蓄積されたデジタルコンテンツ情報を基に、専門分野の知識を抽出し

て知識ベース化するとともに、要求された知識情報の利活用を超分散知識ベース

環境で実現する技術である。研究開発水準は国内・海外とも大学・国立研究機

関・企業などで着手された段階である。この研究開発による成果を活かしたアプリ

ケーションとしては、キーワードを用いる従来型の検索エンジンでは出来ない専門

分野や言語の壁を越えた知識情報を見つけ出す知識ベース連携基盤システム等

が考えられる。次世代の Web 技術として期待されるセマンティック技術市場におけ

る知識情報利活用技術として不可欠な部分を担うと予想され、将来の市場規模は、

国内で 0.2 兆円（2015 年）、世界で 2.4 兆円（2015 年）と予想される。 

 

③ 「コンテンツ収集・利活用技術」はユビキタスネット社会において、サーバにある

データばかりでなく、あらゆる場所に遍在するセンサデータをも対象に、コンテンツ

として収集するための技術である。また、｢コンテンツ利活用技術｣は、「コンテンツ

収集技術」によって集められたコンテンツを、「コンテンツ信頼性分析技術」や「知

識情報基盤技術」を用いて意味内容分析を行い、さらに利用者の要望・意図を適

合させて、その利用環境に応じて適切なメディアを通じて提供する技術である。こ

の研究開発による成果を活かしたアプリケーションとしては、「いまだけ、ここだけ、

あなただけ」といったユーザが求めている情報を自然な形で提供するデジタルコン

テンツ収集・利用基盤サービス等が考えられる。次世代の Web 技術として期待さ

れるセマンティック技術市場の実用アプリケーション構築部分としての不可欠な部

分を担うと予想されるために、将来の市場規模は、国内で 0.2 兆円（2015 年）、世
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界で 2.4 兆円（2015 年）と予想される。 

 

（重点研究開発課題と推進方策） 

この研究開発分野における研究開発課題は、将来のユビキタスネット社会におい

て有用かつ信頼性の高い情報が利用者のニーズに合わせて柔軟に利用できる環

境を実現するためのものであり、その成果は将来生まれる新たなサービスの基盤を

提供することとなる。とりわけ「コンテンツ信頼性分析技術」は、有用かつ信頼性の高

い情報を蓄積していく上での基礎となる技術であり、この技術があってはじめて「知

識情報基盤技術」や「コンテンツ収集・利活用技術」といった技術を活かした高度な

サービス等が可能となる。 

このため、我が国の国際競争力の強化及び社会・生活基盤の充実の観点から、

まずは「コンテンツ信頼性分析技術」を我が国全体として重点的に取り組むべき課題

として位置づけて研究開発を進めていくことが適当である。さらに、この研究開発は、

まだ端緒についたばかりであり、研究開発としての難度も高いことから、政府が資金

の提供も含めて支援をしていくことが望ましい。 

また、「知識情報基盤技術」や「コンテンツ収集・利活用技術」については、大学等

において基礎的な研究が進められているほか、対象となるコンテンツ・データを絞り

込んだ形では商用サービスが実現しているものもある。このため、民間企業や大学、

独立行政法人といった幅広い関係者が連携しながら研究開発を効果的、効率的に

進めていくことが適当である。 

さらに、この分野の研究開発による成果は、既存のインターネット上の検索サービ

ス等に置き換わるまったく新たなサービスの実現に結びつく可能性がある。したがっ

て、グローバルな成果展開に向けては国際標準化への取組も含め、海外の関係機

関等との連携をできるだけ早い段階から図っていくことが重要であり、政府も適時適

切な支援を行っていくことが適当である。 
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玉
石
混
淆
の
情
報
か
ら
，

信
頼
で
き
る
情

報
を
発

見
し
た

上
で
分

野
の
壁

を
越
え

て
価
値

の
あ
る

情
報
を

利
活
用

し
な

が
ら

人
類
の

知
を
結

集
し
た

世
界
に

感
動
を

与
え
る
コ
ン

テ
ン
ツ

を
創

造
し
，
安

心
・
安

全
に
流
通
さ

せ
て
利

活
用
さ

せ
る
．

高
度
コ

ン
テ

ン
ツ

創
造

・
分

析
・

流
通

ユ
ー

ザ
の

端
末

や
公
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携
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，
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の
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あ
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機
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が
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＞
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下
段

：
国

内
市

場
）

コ
ン

テ
ン

ツ
信

頼
性

分
析

技
術

知
識

情
報

基
盤

技
術

コ
ン

テ
ン

ツ
収

集
・
利

活
用

技
術

ユ
ー

ザ
が

希
望

す
る

高
品

質
な

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
コ

ン
テ

ン
ツ

を
探

し
出

し
，

自
由

自
在

な
視

聴
が

可
能

に

分
野

や
言

語
の

壁
を

越
え

て
，

情
報

の
相

関
性

を
分

析
し

た
連

想
的

情
報

検
索

が
可

能
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
玉

石
混

淆
の

コ
ン

テ
ン

ツ
か

ら
信

頼
で

き
る

情
報

を
判

断
す

る
た

め
の

情
報

分
析

が
可

能
に

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

，
あ

ら
ゆ

る
端

末
を

使
っ

て
高

品
質

な
コ

ン
テ

ン
ツ

が
視

聴
可

能
に

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
に

分
散

化
さ

れ
た

知
識

ベ
ー

ス
の

連
結

に
よ

る
知

識
情

報
網

の
利

用
が

可
能

に

ユ
ー

ザ
の

価
値

観
を

含
め

た
信

頼
性

分
析

が
可

能
に

信
頼

で
き

な
い

情
報

や
，

違
法

・
有

害
情

報
を

直
ち

に
検

知
し

，
価

値
の

あ
る

情
報

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
て

流
通

さ
せ

る
こ

と
が

可
能

に

コ
ン
テ

ン
ツ
信

頼
性
分

析
技
術

知
識
情

報
基
盤

技
術

コ
ン

テ
ン
ツ

収
集

・
利
活

用
技
術

3.
5兆

円
（
20

15
年

）
0.

29
兆

円
（ 2

01
5年

）

2.
4兆

円
（
20

15
年

）
0.

2兆
円

（
20

15
年

）

2.
4兆

円
（
20

15
年

）
0.

2兆
円

（
20

15
年

）

研
究
開
発
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
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－
４

－
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高

度
コ

ン
テ

ン
ツ

創
造

・
分

析
・
流

通
の

ロ
ー

ド
マ
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プ

（
全

体
図
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違
法

・
有

害
情

報
分

析
・
検

知
エ

ン
ジ

ン

情
報

信
憑

性
・
信

頼
性

分
析

エ
ン

ジ
ン

開
発

段
階

実
用

段
階

高 度 コ ン テ ン ツ 分 析 技 術

発 信 者 分 析 技 術

コ ン テ ン ツ 信 頼 性 分 析 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

情 報 信 憑 性 の た め の マ ル

チ メ デ ィ ア 情 報 分 析

評 判 情 報 分 析 技 術

信
憑

性
に

関
す

る
映

像
や

画
像

の
信

憑
性

検
証

技
術

の
開

発

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

プ
ロ

バ
イ

ダ
な

ど
の

要
求

に
基

づ
く
違

法
・

有
害

情
報

の
内

容
分

析
に

基
づ

く
分

析
・

検
知

技
術

を
開

発

W
eb

コ
ン

テ
ン

ツ
の

評
判

情

報
抽

出
技

術
と

評
判

の
良

否
分

析
技

術
の

開
発

開
発

段
階

実
用

段
階

U
R

Lや
タ

イ
ト

ル
、

内
容

分
析

に
基

づ
く
発

信
者

情
報

分
析

技
術

の
開

発

情 報 信 憑 性 の た め の 意 味

内 容 及 び そ の 時 系 列 分 析

術

開
発

段
階

実
用

段
階

信
憑

性
に

関
す

る
意

味
関

係
自

動
抽

出
技

術
と

時
系

列
変

化
分

析
技

術
の

開
発

基
礎

段
階

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

多
面
的
に
分
析
を
行
い
，
そ
の
信
憑

性
・
信
頼
性
に
つ
い
て
評
価
す
る
分
析

エ
ン
ジ
ン
を
実
現

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

基
礎

段
階

基
礎

段
階

違 法 ・ 有 害 情 報 の 分

析 ・ 検 知 技 術

次
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
か

ら
取

得
で

き
る

発
信

者
情

報
な

ど
も

加
味

し
た

情
報

分
析

技
術

の
開

発

利
用

者
の

評
価

モ
デ

ル
を

加
え

た
評

判
分

析
技

術
の

開
発

情
報

発
信

に
お

け
る

時
間

と
場

所
な

ど
状

況
に

基
づ

い
た

意
見

情
報

分
析

技
術

の
開

発

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
情

報
や

周
辺

情
報

な
ど

も
含

め
た

複
合

コ
ン

テ
ン

ツ
と

し
て

の
情

報
分

析
技

術
の

開
発

発
見

さ
れ

た
違

法
・有

害
情

報
の

分
析

情
報

を
共

有
化

し
，

全
世

界
規

模
で

検
知

す
る

技
術

の
開

発
．

情
報
分
析
エ
ン
ジ
ン
の
機
能
と
評
価

結
果
も
活
用
し
た
違
法
・
有
害
情
報

分
析
・
検
知
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
．

 

図
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ナ
レ

ッ
ジ

ク
ラ

ス
タ

シ
ス

テ
ム

高 度 コ ン テ ン ツ 分 析 技 術

知 識 情 報 抽 出 ・ 知 識 ベ ー ス 構 築 技 術

知 識 情 報 基 盤 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

知 識 情 報 の 利 活 用 技 術

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

グ
リ

ッ
ド

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

情
報

分
散

知
識

処
理

ベ
ー

ス
連

携
技

術
の

開
発

開
発

段
階

実
用

段
階

W
eb

コ
ン

テ
ン

ツ
か

ら
の

知
識

情
報

抽
出

技
術

の
開

発

大 規 模 知 識 ベ ー ス に お け る 超 分 散 知 識 ベ ー ス

連 携 技 術

開
発

段
階

実
用

段
階

知
識

ベ
ー

ス
間

の
連

携
技

術
の

開
発 基

礎
段

階

言
語
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
開
発
及

び
実
現
に
必
要
と
な
る
言
語
資

源
（
コ
ー
パ
ス
等
）
の
仕
様
を

確
立
し
、
開
発
す
る
。

基
礎

段
階

知
識

情
報

オ
ン

ト
ロ

ジ
の

構
築

と
、

分
野

別
知

識
ベ

ー
ス

管
理

技
術

の
開

発

異
分

野
知

識
ベ

ー
ス

連
携

に
よ

る
異

分
野

間
、

言
語

間
に

ま
た

が
る

情
報

検
索

技
術

の
開

発

異
分

野
知

識
ベ

ー
ス

連
携

に
よ

る
知

識
情

報
網

（
ナ

レ
ッ

ジ
ク

ラ
ス

タ
）の

開
発

 

図
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－
４

－
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３

 
知

識
情

報
基
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技

術
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ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

 

100



 

大
規

模
ア

ー
カ

イ
ブ

次
世

代
コ

ン
テ

ン
ツ

利
活

用
サ

ー
ビ

ス

開
発

段
階

実
用

段
階

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

実
世

界
に

埋
め

込
ま

れ
た

機
器

や
携

帯
端

末
な

ど
の

ユ
ー

ザ
端

末
な

ど
を

活
用

し
た

コ
ン

テ
ン

ツ
管

理
・
利

活
用

技
術

の
開

発

ア
ク

セ
ス

履
歴

な
ど

を
用

い
た

コ
ン

テ
ン

ツ
の

個
人

化
技

術
の

開
発

開
発

段
階

実
用

段
階

定
期

的
に

偏
り

な
く
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

コ
ン

テ
ン

ツ
を

収
集

・
蓄

積
で

き
る

ク
ロ

ー
リ

ン
グ

技
術

の
開

発

開
発

段
階

実
用

段
階

多
様

な
機

器
に

適
切

な
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
や

品
質

で
提

供
す

る
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

コ
ン

テ
ン

ツ
利

活
用

技
術

の
開

発

基
礎

段
階

次
世
代
の
コ
ン
テ
ン
ツ

産
業
を
生
み
出
す
，
新

た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
利
活

用
基
盤
を
開
発

基
礎

段
階

高 度 コ ン テ ン ツ 分 析 技 術

デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ 収 集 ・ 蓄

積 技 術

コ ン テ ン ツ 収 集 ・ 利 活 用 技 術

20
10

20
25

20
20

20
15

ユ ビ キ タ ス コ ン テ ン ツ 利 活 用

技 術

コ ン テ ン ツ 個 人 化 技 術

マ ル チ メ デ ィ ア コ ン テ ン ツ 利 活

用 技 術

ナ
レ

ッ
ジ

ク
ラ

ス
タ

情
報

分
析

エ
ン

ジ
ン

収
集

し
た

コ
ン

テ
ン

ツ
を

情
報

分
析

サ
ー

ビ
ス

に
提

供
す

る
ア

ー
カ

イ
ブ

を
構

築

情
報

利
用

の
た

め
の

個
人

の
嗜

好
モ

デ
ル

化
技

術
の

開
発

多
様

な
デ

バ
イ

ス
で

活
用

で
き

る
複

合
コ

ン
テ

ン
ツ

利
活

用
技

術
の

開
発

「
い

つ
で

も
，

ど
こ

で
も

，
誰

に
で

も
」
の

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

で
，

自
然

な
振

る
舞

い
で

必
要

な
情

報
を

適
切

に
提

供
す

る
コ

ン
テ

ン
ツ

利
用

技
術

の
開

発

「
情

報
分

析
エ

ン
ジ

ン
」や

「
ナ

レ
ッ

ジ
ク

ラ
ス

タ
」
の

情
報

源
と

し
て

活
用

基
礎

段
階
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高 度 コ ン テ ン ツ 分 析 技 術

コ ン テ ン ツ 収 集 ・ 利 活 用 技 術

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上
の
画
像
に
含

ま
れ
る
不
特
定
情
報
に
つ

い
て
、

意
味
理
解
技
術
を
高
度
化
し
て

メ
タ
デ
ー
タ
を
生
成
・
蓄
積
し

、
利

用
者
の
知
識
と
情
報
の
獲
得

を
飛

躍
的
に
向
上
さ
せ
る
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
の

画
像

・映
像

情
報

に
つ

い
て

、
内

容
に

含
ま

れ
る

意
味

情
報

を
分

類
・デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
、

日
本

固
有

の
古

文
書

・書
画

を
包

含
す

る
「
国

立
イ

ン
タ

ネ
ッ

ト
図

書
館

」
と

で
も

言
う

べ
き

知
的

資
産

の
自

動
蓄

積
を

可
能

に
す

る
技

術
。

（
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
シ

ス
テ

ム
の

実
現

)

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

20
10

20
25

20
20

20
15

画 像 情 報 認 識 分 類

検 索 技 術

無
形
文
化
財
の
映
像
化
コ
ン
テ
ン
ツ

や
、
放

送
通

信
で
伝

送
さ
れ
る
映

像
コ

ン
テ
ン
ツ
を
効

率
的

に
ア
ー
カ
イ
ブ
化

し
、
将
来
の
文
化
財
と
し
て
保
存

す
る

た
め
の
効
率
的
ア
ー
カ
イ
ブ
化
技
術
と

管
理
技
術
を
構
築
す
る
。

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

無 形 文 化 財 保 存 に 応 用 可 能 な 映

像 ・ 音 声 ・ デ ー タ コ ン テ ン ツ 情 報

の 効 率 的 蓄 積 管 理 技 術

映
像

・
音

声
・
デ

ー
タ

を
含

む
全

て
の

コ
ン

テ
ン

ツ
の

効
率

的
な

圧
縮

技
術

の
開

発
お

よ
び

著
作

権
管

理
を

伴
う

暗
号

化
や

管
理

技
術

の
開

発

コ
ン

テ
ン

ツ
の

メ
タ

情
報

を
自

動
的

に
付

与
し

、
サ

ー
バ

ー
と

し
て

蓄
積

し
、

効
率

的
に

管
理

す
る

技
術

と
シ

ス
テ

ム
の

開
発

可
視

化
さ

れ
た

コ
ン

テ
ン

ツ
管

理
情

報
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
で

自
動

的
に

監
視

検
出

す
る

シ
ス

テ
ム

の
開

発

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

コ ン テ ン ツ 保 護 情 報 の ネ ッ ト

ワ ー ク 上 で の 自 動 監 視 技 術

非
可

視
化

さ
れ

た
ウ

ォ
ー

タ
ー

マ
ー

ク
を

含
む

コ
ン

テ
ン

ツ
管

理
情

報
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
で

自
動

的
に

監
視

検
出

す
る

公
的

に
利

用
可

能
な

シ
ス

テ
ム

の
開

発

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
を
流
通
す
る
コ
ン
テ

ン
ツ
に
付
与
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク

な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
情
報
を
、
自

動
的

に
監

視
、
検

出
す
る
技

術
を
開

発
す
る
。

開
発

段
階

実
用

段
階

高
性
能

PC
や

C
G
を
用
い
た
創
作

に
必
要
な
高
額
の
機
材
費
用

負
担

を
軽
減
し
て
、
若
者
の
創
作

意
欲

の
実
行
を
促
し
国
産
立
体
／

ス
テ

レ
オ
・
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の

拡
大

を
目
指
す
。

輸
出

産
業

と
し

て
期

待
さ

れ
て

い
る

マ
ン

ガ
・ア

ニ
メ

業
界

で
、

才
能

溢
れ

る
若

者
が

ペ
ン

１
本

で
起

業
で

き
る

状
況

に
無

い
現

状
を

打
破

す
る

た
め

、
商

業
用

の
「
高

性
能

創
作

サ
ー

バ
」
と

し
て

共
同

運
用

で
き

る
レ

ベ
ル

の
マ

シ
ン

シ
ス

テ
ム

の
構

築
。

(試
用

シ
ス

テ
ム

の
構

築
)

コ ン テ ン ツ 創 作

支 援 シ ス テ ム 技 術

メ
タ

デ
ー

タ
を

利
用

し
、

ユ
ー

ザ
ー

が
所

望
す

る
デ

ー
タ

を
容

易
か

つ
的

確
に

検
索

・
提

供
す

る
技

術
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（９）スーパーコミュニケーション 

（研究開発分野の概要） 

スーパーコミュニケーションとは、人間の言語コミュニケーション能力を飛躍的に向

上させるほか、言語ばかりでなく、知識、文化、既成コミュニティの壁をも越えた真の

相互理解のためのコミュニケーションを促進することを通じて、あらゆる人間同士の、

より深い相互理解を実現するための研究開発分野である。 

 

（研究開発課題と現状分析） 

この研究開発分野には、「テキスト翻訳技術」「音声翻訳技術」「利用者適応型コミ

ュニケーション技術」及び「ネットワークコミュニティ形成支援技術」の４つの研究開発

課題が含まれる。 

 

① 「テキスト翻訳技術」は、多言語テキスト間の柔軟かつ高品位の翻訳を実現する

ための技術であり、その中核をなす大規模多言語コーパスの実現を目指し、我

が国では日英言語間とアジア言語間を中心に、欧米では欧米言語間を中心に、

研究開発が推進されている。この研究開発の成果を活かしたアプリケーションと

しては、高品位テキスト翻訳のソフト・システム・サービスが挙げられ、その将来

の市場規模は大きく、国内で 4.5 兆円（2020 年）、世界で 18 兆円（2020 年）と予

想される。 

 

② 「音声翻訳技術」は、異なる言語によるリアルタイムで自然な対話を可能にする

ための技術である。我が国の音声言語処理に関する研究開発のレベルは、世界

トップクラスであり、世界に先駆けて携帯電話を利用した音声翻訳サービスを実

用化するなどの実績を上げている。一方、欧米、韓国においても研究プロジェク

トに多額のリソースが投入され、積極的に推進されている。この研究開発の成果

を活かしたアプリケーションとしては、多言語コミュニケーション支援端末や多言

語通訳機能付き会議システム等が挙げられ、その市場規模は国内で２兆円

（2020 年）、世界で 14 兆円（2020 年）と大きい。 

 

③ 「利用者適応型コミュニケーション技術」は、フィルタリングにより安全性を確保し

つつ、利用者の個性、文化に応じて、感情、感性を適切に伝達することを実現す

る技術であり、国内外ともに、本格的な研究には未着手の状況である。この技術

は、現在のセキュア管理ソフトやブログ関連サービスの発展型としてのソフト、サ

ービスに活用されると予想され、その市場規模は、国内で１兆円（2020 年）、世界

で５兆円（2020 年）である。 

 

④ 「ネットワークコミュニティ形成支援技術」は、個人の活動履歴等から推定される

好みや嗜好等を基にネットワーク内で適切な知識コミュニティの形成を促進する

ことにより、新たなコミュニケーション環境を実現する技術で、これにより個人の

知の創発を促すことを目指す。このような知識コミュニティの効用は、ソーシャル

ネットワークサービス（SNS）の普及に伴い、注目が高まっている。国内外ともに、

本格的研究は始まったばかりである。この研究開発の成果を活かしたアプリケー
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ションとしては、知識コミュニティ支援サービスや、知識コンテンツ作成システム

が挙げられ、その市場規模は国内で１兆円（2020 年）、世界で５兆円（2020 年）で

ある。 

 

（重点研究開発課題と推進方策） 

この研究開発分野は、人間同士のコミュニケーションに当たって直面するさまざま

な「壁」を克服することを目標としており、その研究対象も「言語」「知識」「感情・感

性」といった高度な情報であることから、研究成果が実を結ぶまでには長期にわたっ

て継続的に研究開発に取り組んでいく必要がある。 

その中で、我が国の国際競争力の強化の観点から、これまでの研究開発成果の

蓄積があり、長期戦略指針「イノベーション２５」においても社会還元加速化プロジェ

クトのひとつとして位置づけられているように、近い将来にも社会への大きな成果還

元が期待されている「音声翻訳技術」を、我が国全体として重点的に取り組むべき研

究開発課題と位置付けることが適当である。なお、「音声翻訳技術」については、翻

訳のコアとなる技術は「テキスト翻訳技術」と重複するものも多いことから、両技術の

研究開発はできるかぎり一体的に推進していくことが適当である。 

これまで、音声翻訳技術及びテキスト翻訳技術の研究開発は、関西けいはんな

地区のATR、NICTが中心となって進められてきている。今後も、NICTを中心としてこ

の地区を研究開発拠点として積極的に活用して産業界や学界との連携を強化し、資

金面の配慮も含め多言語にわたる言語処理技術の研究開発を効率的・効果的に進

めていくことが適当である。同時に、言語資源のネットワーク化を見据えれば、国際

標準化への取組が今後ますます重要となることから、研究開発と標準化活動とを効

果的に推進していくために、海外の研究機関・企業等との国際連携を進めていくこと

が望ましい。 
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（１０）超臨場感コミュニケーション 

（研究開発分野の概要） 

超臨場感コミュニケーションとは、高精細な立体映像・高品質な立体音響の実現

や、五感情報の伝達により、人間の機能と感性に調和しつつ、あたかもその場にい

るかのような臨場感を実現するための研究分野であり、これにより、人と人とが遠く

離れていても相互の理解を深め、感動を共有することが可能となる。 

 

（研究開発課題と現状分析） 

この研究開発分野には、「超高精細映像技術」「立体映像技術」「立体音響技術」

「五感情報伝達技術」「感性情報認知・伝達技術」の５つの研究開発課題が含まれ

る。 

 

① 「超高精細映像技術」は、いわゆるスーパーハイビジョンと呼ばれる映像を実現

するための技術であり、その中核となる走査線 4,000 本級の研究開発については、

海外でも例がなく、我が国の研究開発水準は非常に高い。この研究開発の成果

を活かしたアプリケーションとしては、スーパーハイビジョン対応テレビやスーパ

ーハイビジョン対応放送機器が挙げられ、その将来の市場規模は、国内で 22 兆

円（2025 年）、世界で 110 兆円（2025 年）と予想される。 

 

② 「立体映像技術」は、高品質な立体映像をリアルタイムに撮像・伝達・表示するた

めの技術であり、欧米や韓国等において研究開発が積極的に進められているが、

我が国の研究開発水準もそれに劣らぬ水準を保っている。この研究開発の成果

を活かしたアプリケーションとしては、立体テレビ、立体テレビ電話や立体映像対

応携帯端末等が挙げられ、関連市場を含めた将来の市場規模は、国内で 30.2

兆円（2020 年）、世界で 151 兆円（2020 年）と極めて大きい。 

 

③ 「立体音響技術」は、任意の音場情報を効率的に符号化・伝達・再現するための

技術であり、我が国ばかりでなく、欧米や韓国等においても研究開発が進められ

ているが、我が国においてもユニークな研究開発が行われている。この技術を確

立することにより、コンサートホールでの演奏が作り出す音場や雰囲気の遠隔で

の再現や、更には立体映像技術を組み合わせた超臨場感テレビ会議システム等

が生み出される。既存のオーディオ市場の規模の大きさを勘案すると、この技術

を活用した製品・サービスの関連市場を含めた将来の市場規模は非常に大きく、

国内で 30.2 兆円（2020 年）、世界で 151 兆円（2020 年）と予想される。 

 

④ 「五感情報伝達技術」は、視覚や聴覚に加えて、香りや触覚、味覚を統合して相

手に伝えることを実現する技術であり、我が国のほか、欧米においても研究開発

が着手されているところであるが、我が国の研究開発水準は比較的優位な状況

にある。この技術は、上述の３つの研究開発課題とともに、超臨場感コミュニケー

ションを実現するために必要な技術ではあるが、映像や音響と比べた場合、現時

点で想定される将来の関連市場規模は、それらよりも小規模で、国内で 17.8 兆

円（2020 年）、世界で 89 兆円（2020 年）である。 
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⑤ 「感性情報認知・伝達技術」は、驚きや快適さといった情感や暗黙知等、五感を

超越した感性をありのままに伝えるための技術であり、国内外ともに、本格的な

研究には未着手の状況である。この技術を確立することにより、ICT による遠隔

でのコミュニケーションにおいて、対面のコミュニケーションと同等以上のリアリテ

ィ、意志の疎通、理解・感動の共有が実現される。この技術を活かした超臨場感

コミュニケーション関連の市場規模は、国内で 29.5 兆円（2020 年）、世界で 147.5

兆円（2020 年）と予想される。 

 

（重点研究開発課題と推進方策） 

この研究開発分野における研究開発課題は、いずれも視覚、聴覚も含めた人間

の感覚をよりリアルに遠隔地間でやりとりすることを実現する、という極めて応用し

やすい技術である。このため、どの成果を活かしたアプリケーションも、市場規模が

大きめに予測されているが、一方で予測の対象となった市場には重複も多い点には

留意する必要がある。このような点をも考慮すると、我が国の国際競争力の強化の

観点からは、特に今後創成される市場に対してもっとも大きなインパクトを与える可

能性が高い「立体映像技術」と、世界に先駆けて開発されつつあり、早期の実用化

によって近い将来新たな市場を創成する可能性が高い「超高精細映像技術」を、我

が国全体として重点的に取り組むべき研究開発課題と位置付けることが適当であ

る。 

「立体映像技術」については、現在すでに民間企業主導で進められている「超高

精細映像技術」における撮像・表示素子の微細化の成果を活用できる一方、研究開

発要素が多く、実現までには長期にわたる研究開発が必要となり、リスクが高い。こ

のため、民間企業や放送事業者、大学、独立行政法人の研究開発リソースを効率

よく活用して研究開発を進めていくこととともに、将来の国際展開も見据えて海外の

研究機関等とも連携していくことが重要であり、政府が資金の提供も含めて重点的

に取り組んでいくことが適当である。 

「立体映像技術」も含めたこの研究開発分野の研究開発の推進にあたっては、産

学官連携の場として、「超臨場感コミュニケーション産学官フォーラム」（URCF）が

2007 年 3 月に設立されていることから、これを積極的に活用していくこととする。さら

に、立体映像や五感情報等を圧縮・伝送するための符号化技術の研究開発の推進

にあたっては、「次世代 IP ネットワーク推進フォーラム」、「新世代ネットワーク推進フ

ォーラム」等との連携も有効である。また、国際連携についても、URCF をはじめとす

る国内関係者が集う場を活用しながら、海外の研究機関・企業等との関係を深めて

いていくことが効果的である。 
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品
質

な
立

体
音

響
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
実

現

立
体

映
像

・
音

響
を

含
む

五
感

情
報

を
統

合
し

た
臨

場
感

の
高

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
実

現

五
感

情
報

だ
け

で
な

く
、

情
感

、
暗

黙
知

、
雰

囲
気

等
の

感
性

情
報

も
伝

達
し

、
五

感
情

報
と

感
性

情
報

に
基

づ
く
、

真
に

リ
ア

ル
で

、
人

間
に

優
し

く
、

心
を

豊
か

に
す

る
超

臨
場

感
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
実

現

＜
市

場
規

模
＞

（
上

段
：
世

界
市

場
、

下
段

：
国

内
市

場
）

超
高

精
細

映
像

技
術

立
体

映
像

技
術

立
体

音
響

技
術

五
感

情
報

伝
達

技
術

感
性

情
報

認
知

・
伝

達
技

術

11
0兆

円
（
20

25
年

）
22

兆
円

（
20

25
年

）

56
兆

円
（
20

15
年

）
11

.2
兆

円
（
20

15
年

）

15
1兆

円
（
20

20
年

）
30

.2
兆

円
（
20

20
年

）

57
兆

円
（
20

15
年

）
11

.4
兆

円
（
20

15
年

）
29

兆
円

（
20

15
年

）
5.

8兆
円

（
20

15
年

）
89

兆
円

（
20

20
年

）
17

.8
兆

円
（
20

20
年

）

54
兆

円
（
20

15
年

）
10

.8
兆

円
（
20

15
年

）

14
7.

5兆
円

（
20

20
年

）
29

.5
兆

円
（
20

20
年

）

15
1兆

円
（
20

20
年

）
30

.2
兆

円
（
20

20
年

）

ス
ー

パ
ー

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

放
送

の
実

験
が

技
術

的
に

可
能

な
状

況
に

 
図

３
－

４
－

１
０

－
１

 
超

臨
場

感
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
（
全

体
図

）
 

112



 

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

大
画
面

・
超
高
精
細

、
高
輝
度

・
高
効
率

（
低
消

費
電
力

) 、
高
速
応
答

を
同
時
に

実
現
し
家

庭
導

入
を
実

現
す
る
技
術

の
確
立

ス
ー

パ
ー

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

級
の

家
庭

用
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
モ

デ
ル

搭
載

の
素

子
の

開
発

超
高
精

細
と
高
感

度
を
同
時
に

実
現
す
る

撮
像
技

術
の
確

立

超
高

精
細

と
高

感
度

を
同

時
に

実
現

さ
せ

る
原

理
的

素
子

構
成

と
具

体
化

技
術

の
確

立
ス

ー
パ

ー
ハ

イ
ビ

ジ
ョ
ン

級
の

高
感

度
素

子
の

実
現

20
10

20
25

20
20

20
15

小
型

カ
メ

ラ
の

開
発

立
体
映
像
技

術

超 臨 場 感 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

超 高 精 細 映 像 技 術

超 高 精 細 映 像 撮

像 技 術

超 高 精 細 映 像

表 示 技 術

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

フ
レ

ー
ム
レ
ー

ト
の
異
な

る
大
画
面
映
像

を
画
質

の
劣

化
な
く
自

由
に
相
互
変

換
す
る
技
術

の
確
立

実
時

間
で

超
高

精
細

映
像

、
映

画
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

映
像

、
産

業
用

特
殊

映
像

な
ど

の
相

互
変

換
が

で
き

る
装

置
の

開
発

フ
レ

ー
ム

レ
ー

ト
変

換
に

応
用

出
来

る
高

次
元

の
処

理
・

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

の
開

発

超
高

精
細

映
像

、
映

画
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

映
像

、
産

業
用

特
殊

映
像

な
ど

を
画

質
劣

化
な

く
相

互
変

換
で

き
る

技
術

の
実

現

フ レ ー ム レ ー

ト 変 換 技 術

ス
ー
パ
ー
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン

を
非
圧
縮

・
実
時
間

で
長
時
間
記
録

で
き
る
技

術
の
確
立

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

実
時

間
以

上
の

高
速

編
集

シ
ス

テ
ム

の
実

現

ス
ー

パ
ー

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

級
の

情
報

量
が

扱
え

る
家

庭
用

録
画

装
置

の
実

現

半
導

体
メ

モ
リ

な
ど

に
よ

る
ス

ー
パ

ー
ハ

イ
ビ

ジ
ョ

ン
の

非
圧

縮
・
実

時
間

記
録

を
2時

間
程

度
可

能
な

実
用

機
の

実
現

高 速 ・ 大 容 量

記 録 技 術

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

家
庭

導
入

受
像

シ
ス

テ
ム

の
実

現

小
型

・
高

機
能

カ
メ

ラ
の

開
発

超
高

精
細

・
高

輝
度

・
高

効
率

・高
速

応
答

を
相

反
す

る
こ

と
な

く
実

現
さ

せ
る

素
子

構
成

と
作

製
技

術
の

開
拓

大
容

量
の
超
高

精
細
映
像
情

報
を
効
率

的
に
圧

縮
・

符
号
化
す

る
技
術
の
確

立
基

礎
段

階

開
発

段
階

実
用

段
階

圧 縮 ・ 符 号 化 ・

技 術

ス
ー

パ
ー

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

級
の

超
高

精
細

映
像

を
効

率
的

に
圧

縮
す

る
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

開
発

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

視
聴

を
可

能
に

す
る

超
高

速
フ

ァ
イ

ル
転

送
技

術
の

確
立

多 重 ・ 伝 送

技 術

超
高
精
細

映
像
信
号

を
放
送
衛

星
や
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
網

で
伝
送
す

る
際
の
、

多
重
化
方

式
や
伝
送
方

式
、

降
雨
減
衰

補
償
技
術

の
確
立

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

大
容

量
情

報
の

多
重

・
伝

送
技

術
、

降
雨

減
衰

補
償

技
術

、
放

送
衛

星
実

用
化

技
術

の
確

立

高
効

率
伝

送
路

符
号

化
（変

復
調

、
多

重
化

技
術

）
の

確
立
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20
10

20
25

20
20

20
15

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

超 臨 場 感 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

立 体 映 像 技 術

複 数 視 差 映 像

撮 影 ・ 表 示 技 術

任 意 ・ 多 視 点 映 像

生 成 ・ 表 示 技 術

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

視
差
の

異
な
る
映
像

を
撮
影
・
表

示
す
る
た

め
の
光

学
系
、
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
技

術
の
確
立

開
発

段
階

実
用

段
階

リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
級
の

高
精
細
な

動
画
を
表
示

で
き
る
ホ
ロ

グ
ラ
フ
ィ
技

術
の
確
立

開
発

段
階

実
用

段
階

複
数

視
点
か
ら

撮
影
し
た
映

像
を

元
に

、
各
シ
ー

ン
に
お
い
て

視
点

を
切

り
替
え
、
前

後
左
右

36
0度

の
あ

ら
ゆ
る
方

向
か
ら
表

示
可
能

と
す

る
た
め
の
技

術
の
確
立

現
実
世

界
と
の
違

い
を
感
じ
な

い
超
リ
ア

ル
な
映

像
空
間
を

、
ユ
ー
ザ
を
取
り
囲
む

よ
う
な

大
型
・
高

精
細
な
立
体

デ
ィ
ス
プ

レ
イ
を

用
い
て
提

供
す
る
技
術

の
確
立

25
～

50
程

度
の

視
点

数
で

10
0視

点
と

同
等

の
全

視
点

映
像

情
報

を
生

成
・
圧

縮
す

る
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

開
発

没
入

型
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
、

実
写

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
C

G
、

通
信

、
遠

隔
マ

ニ
ュ

ピ
ュ

レ
ー

タ
等

を
組

み
合

わ
せ

た
遠

隔
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

の
構

築

圧
縮

さ
れ

た
デ

ー
タ

か
ら

任
意

視
点

映
像

情
報

を
効

率
的

に
生

成
・
表

示
す

る
技

術
の

実
現

イ
ン

テ
グ

ラ
ル

方
式

で
、

解
像

度
Q

VG
Aレ

ベ
ル

、
フ

レ
ー

ム
レ

ー
ト

30
fp

s以
上

の
動

画
の

撮
像

・
表

示
技

術
の

実
現

フ
ル

カ
ラ

ー
、

サ
イ

ズ
1.

3イ
ン

チ
以

上
、

解
像

度
Q

VG
Aレ

ベ
ル

、
視

域
15

度
以

上
、

フ
レ

ー
ム

レ
ー

ト
30

fp
s以

上
の

動
画

の
撮

像
・表

示
技

術
の

実
現

１
０

０
程

度
の

視
点

か
ら

撮
影

し
た

映
像

を
元

に
し

た
全

視
点

映
像

情
報

を
効

率
的

か
つ

高
速

に
生

成
・
圧

縮
す

る
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

開
発

映
像

提
供

シ
ス

テ
ム

の
小

型
化

と
、

コ
ン

テ
ン

ツ
制

作
手

段
の

簡
易

化
を

実
現

生
理

・
心
理
学
側

面
か

ら
の

人
間
の
立

体
視
メ

カ
ニ

ズ
ム
の
解

析
立

体
映
像
符

号
化
技
術

イ
ン

テ
グ

ラ
ル

方
式

で
、

解
像

度
SD

TV
レ

ベ
ル

、
フ

レ
ー

ム
レ

ー
ト

60
fp

s以
上

の
動

画
の

撮
像

・
表

示
技

術
の

実
現

イ
ン

テ
グ

ラ
ル

方
式

で
、

解
像

度
H

D
TV

レ
ベ

ル
、

フ
レ

ー
ム

レ
ー

ト
60

fp
s以

上
の

動
画

の
撮

像
・
表

示
技

術
の

実
現

フ
ル

カ
ラ

ー
、

サ
イ

ズ
5イ

ン
チ

ク
ラ

ス
、

解
像

度
SD

TV
レ

ベ
ル

、
視

域
20

度
以

上
、

フ
レ

ー
ム

レ
ー

ト
30

fp
s以

上
の

動
画

の
撮

像
・表

示
技

術
の

実
現

フ
ル

カ
ラ

ー
、

サ
イ

ズ
5イ

ン
チ

以
上

、
解

像
度

H
D

TV
レ

ベ
ル

、
視

域
30

度
以

上
、

フ
レ

ー
ム

レ
ー

ト
60

fp
s以

上
の

動
画

の
撮

像
・表

示
技

術
の

実
現

リ ア ル タ イ ム ホ ロ グ ラ

フ ィ 生 成 ・ 表 示 技 術

没 入 型

空 間 構 築 技 術

超
高

精
細
映
像

技
術

五
感
情
報
伝

達
技
術
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20
10

20
25

20
20

20
15

超 臨 場 感 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

立 体 映 像 技 術

開
発

段
階

実
用

段
階

自
然
で

立
体
感
が

得
ら
れ
、

立
体

映
像
と

し
て
の
効

果
が
十
分

で
か

つ
疲
労

が
少
な
い

コ
ン
テ
ン

ツ
の

制
作
技

術
、
表
現

手
法
の
確

立

３ 次 元 情 報

取 得 技 術

実 写 ・CG ３ 次 元

映 像 合 成 技 術

心 理 ・ 生 理 学 側 面 か

ら の 人 間 の 立 体 視 メ

カ ニ ズ ム の 解 析

開
発

段
階

実
用

段
階

複
数
の
視
点
か

ら
撮
影
し

た
２

次
元
映
像
を
元

に
、
映
像

中
の

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

の
３
次
元

情
報

を
取
得
す
る
技

術
の
確
立

基
礎

段
階

実
写
映

像
と

C
G
映

像
を

違
和
感

な
く
合
成

す
る

た
め
の

技
術
の
確

立

主
観

評
価
手
法

に
よ
る

立
体
視
の

成
立

条
件
、
疲

労
要
因
、
効

果
な

ど
の

解
析
、
眼

・
脳
機
能
の

生
体

系
の

計
測
に
よ

る
立
体
視
に

関
わ

る
メ

カ
ニ
ズ
ム

の
体
系
化

開
発

段
階

実
用

段
階

コ
ン

テ
ン

ツ
制

作
に

伴
う

制
作

理
論

等
を

学
際

的
に

収
集

し
、

知
識

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

と
し

て
蓄

積

知
識

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
基

づ
き

、
立

体
映

像
コ

ン
テ

ン
ツ

に
関

す
る

映
像

表
現

の
基

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

策
定

心
理

・
生

理
学

側
面

か
ら

の
人

間
の

立
体

視
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
体

系
化

被
写

体
の

テ
ク

ス
チ

ャ
付

き
C

G
モ

デ
ル

を
自

動
的

に
取

得
・
生

成
す

る
技

術
の

実
現

主
観

評
価

手
法

や
生

体
系

計
測

に
よ

り
、

ピ
ン

ト
調

整
、

輻
輳

、
両

眼
視

差
に

関
わ

る
眼

球
や

脳
の

動
作

、
反

応
に

つ
い

て
、

知
見

を
取

り
ま

と
め

特
定

の
位

置
に

設
置

し
た

複
数

の
異

視
点

カ
メ

ラ
群

で
撮

影
さ

れ
た

実
写

映
像

か
ら

、
映

像
の

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

の
３

次
元

情
報

を
、

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

の
種

別
に

よ
ら

ず
、

自
動

的
に

生
成

す
る

技
術

の
実

現

高
精

細
な

C
G

映
像

を
、

予
め

決
め

ら
れ

た
マ

ー
カ

に
基

づ
き

、
実

写
上

に
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

合
成

す
る

技
術

の
実

現

立 体 映 像

制 作 技 術

特
定

の
実

写
映

像
に

C
G

映
像

を
合

成
し

、
違

和
感

な
く
、

自
然

に
表

示
さ

せ
る

技
術

を
実

現

各
立
体
映

像
撮
影
・
生

成
・
表
示

技
術立

体
視

に
伴

う
心

理
・
生

理
学

側
面

に
お

け
る

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
効

果
の

低
減

・
解

消
手

法
の

確
立

・人
間

の
認

知
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
最

適
化

さ
れ

た
映

像
表

現
・
演

出
技

術
の

体
系

化

・
各

立
体

映
像

表
示

技
術

に
対

応
し

た
立

体
映

像
表

現
手

法
の

実
現

任
意

の
実

写
映

像
に

C
G

映
像

を
合

成
し

、
違

和
感

な
く
、

自
然

に
表

示
さ

せ
る

技
術

の
実

現

冗
長
的

で
大
容
量

の
立
体
映

像
を

配
信
す

る
た
め
の

、
信
号
の

特
徴

を
利
用

し
た
効
率

性
の
高
い

映
像

圧
縮
符

号
化
技
術

の
確
立

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

蓄
積

型
デ

ー
タ

向
け

を
想

定
し

た
、

圧
縮

率
20

0倍
以

上
、

伝
送

速
度

24
G

bp
s以

上
の

圧
縮

符
号

化
技

術
を

実
現

リ
ア

ル
タ

イ
ム

型
デ

ー
タ

向
け

を
想

定
し

た
、

圧
縮

率
40

0倍
以

上
、

伝
送

速
度

10
0G

bp
s以

上
、

遅
延

20
0m

s以
内

の
圧

縮
符

号
化

技
術

を
実

現

立 体 映 像

符 号 化 技 術

通
信

回
線

等
に

よ
る

伝
送

の
た

め
の

利
用

を
想

定
し

た
、

圧
縮

率
50

0倍
以

上
、

伝
送

速
度

50
0G

bp
s以

上
、

遅
延

10
0m

s以
内

の
圧

縮
符

号
化

技
術

を
実

現

任
意

の
位

置
に

設
置

し
た

複
数

の
異

視
点

カ
メ

ラ
群

で
撮

影
さ

れ
た

実
写

映
像

か
ら

、
映

像
の

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

の
３

次
元

情
報

を
、

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

の
種

別
に

よ
ら

ず
、

自
動

的
に

生
成

す
る

技
術

の
実

現

五
感
情
報
伝

達
技
術

超
高
精

細
映
像
技

術
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基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

基
礎

段
階

聴
取
者
を
囲
む
一
定
の
空
間
を
想
定
し
、
そ
の
空
間
の
境
界
面

を
通
過
す
る
音

響
を
取
得
・
再
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
立
体
音
場
を
再
現
す

る
技
術
の
確
立

境
界

音
場

制
御

の
基

礎
技

術
の

確
立

境
界

音
場

の
測

定
に

お
け

る
測

定
方

法
、

解
析

方
法

の
確

立

20
10

20
25

20
20

20
15

高
臨
場
感
を
効
果
的
に
構
築

す
る
た
め
に
必
要
な
聴
覚
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
体
系
化
、
聴
覚

心
理
に
関
す
る
知
見
の
収
集

心
理

・
生

理
学

側
面

か
ら

の
人

間
の

聴
覚

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

体
系

化

主
観

評
価

手
法

や
生

体
系

計
測

に
よ

り
、

聴
覚

に
関

す
る

脳
の

動
作

、
反

応
に

つ
い

て
、

知
見

を
取

り
ま

と
め

・
聴

覚
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
基

づ
く
、

心
理

・
生

理
学

側
面

か
ら

最
適

な
立

体
音

響
の

取
得

・
提

示
方

法
の

確
立

・
立

体
音

響
の

生
体

へ
の

影
響

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
策

定

超 臨 場 感 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

立 体 音 響 技 術

境 界 音 場 制 御 技 術

心 理 ・ 生 理 学 側 面 か

ら の 人 間 の 聴 覚 メ カ

ニ ズ ム の 解 析

開
発

段
階

実
用

段
階

・
中

規
模

音
場

空
間

に
お

け
る

H
R

TF
型

立
体

音
響

の
取

得
技

術
の

実
現

・
H

R
TF

の
個

人
向

け
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
を

短
時

間
で

可
能

と
す

る
手

法
の

確
立

・
6自

由
度

の
角

度
・位

置
セ

ン
サ

ー
の

実
現

・
頭

部
運

動
感

応
型

立
体

音
響

再
生

技
術

の
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
の

試
作

境
界

音
場

制
御

の
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
の

試
作

、
家

庭
向

け
の

22
.2

マ
ル

チ
チ

ャ
ン

ネ
ル

音
声

再
生

方
式

の
確

立

小
音

場
空

間
に

お
け

る
H

R
TF

型
立

体
音

響
の

取
得

技
術

の
実

現

複
数
音
源
の
高
品
質
な

音
響
情
報
を
配
信
す
る

た
め
の
効
率
性
の
高
い

音
響
圧
縮
符
号
化
技
術

の
確
立

基
礎

段
階

開
発

段
階

実
用

段
階

立 体 音 響

符 号 化 技 術

蓄
積

型
デ

ー
タ

向
け

を
想

定
し

た
、

圧
縮

率
20

倍
以

上
、

伝
送

速
度

1M
bp

s以
上

の
圧

縮
符

号
化

技
術

を
実

現

映
像

と
統

合
化

さ
れ

た
境

界
音

場
制

御
技

術
の

実
現

、
境

界
音

場
の

測
定

結
果

を
共

有
す

る
た

め
の

音
場

情
報

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

の
策

定

頭
部

運
動

感
応

型
、

ト
ラ

ン
ス

オ
ー

ラ
ル

型
の

両
方

に
つ

い
て

、
立

体
音

響
再

生
装

置
を

コ
ン

パ
ク

ト
サ

イ
ズ

で
試

作

・
頭

部
運

動
感

応
型

用
の

立
体

音
響

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
、

・
ト

ラ
ン

ス
オ

ー
ラ

ル
型

の
全

方
向

に
お

け
る

移
動

再
生

技
術

の
実

現
・
H

R
TF

を
聴

取
者

個
人

向
け

に
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
す

る
基

礎
手

法
の

確
立

頭
部
伝
達
関
数
（

H
R

TF
）
を
用
い
て
、

聴
取
者
個
人
の
頭
部
形
状
特
性
や
、

聴
取
者
の
音
源
に
対
す
る
位
置
・
方
向
を
考
慮
し
た
立
体
音
響

を
、
頭
部
感

応
型
ま
た
は
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
ラ
ル
型
に
よ
り
再
生
す
る
技
術
の

確
立

リ
ア

ル
タ

イ
ム

型
デ

ー
タ

向
け

を
想

定
し

た
、

圧
縮

率
30

倍
以

上
、

伝
送

速
度

5M
bp

s以
上

、
遅

延
5m

s以
内

の
圧

縮
符

号
化

技
術

を
実

現

通
信

回
線

等
に

よ
る

伝
送

の
た

め
の

利
用

を
想

定
し

た
、

圧
縮

率
50

倍
以

上
、

伝
送

速
度

10
M

bp
s以

上
、

遅
延

1m
s以

内
の

圧
縮

符
号

化
技

術
を

実
現

Ｈ Ｒ Ｔ Ｆ 型

立 体 音 響 技 術

五
感
情
報
伝
達
技
術
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触
覚

、
力
覚
、
そ
の
他
の

皮
膚
感
覚
情

報
の

取
得
技
術
、
提
示

技
術
の
確
立

香
り
情
報
の
取
得
技

術
、
提
示
技
術
の

確
立

20
10

20
25

20
20

20
15

超 臨 場 感 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

五 感 情 報 伝 達 技 術

触 感 ・ 力 覚 な ど の

体 性 感 覚 情 報 の

取 得 ・ 提 示 技 術

味 覚 情 報 の

取 得 ・ 提 示 技 術

基
礎

段
階

開
発

段
階

味
覚
情
報
の
取
得
技

術
、
提
示
技
術
の

確
立

デ
バ

イ
ス

が
提

示
し

た
香

り
を

瞬
時

に
消

臭
す

る
技

術
の

実
現

香 り 情 報 の

取 得 ・ 提 示 技 術

デ
バ

イ
ス

が
提

示
す

る
香

り
を

、
実

物
が

放
つ

香
り

と
比

較
・
評

価
す

る
手

法
の

確
立

・特
定

少
数

の
香

り
の

元
素

か
ら

多
様

な
香

り
を

生
成

・
提

示
す

る
技

術
の

実
現

・
香

り
情

報
を

取
得

す
る

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
の

実
現

基
礎

段
階

簡
単

に
操

作
可

能
で

装
着

負
担

の
少

な
い

触
覚

・
力

覚
デ

バ
イ

ス
の

実
現

・よ
り

高
度

な
体

性
感

覚
を

再
現

す
る

提
示

デ
バ

イ
ス

の
実

現
・触

覚
・
力

覚
な

ど
の

体
性

感
覚

情
報

を
取

得
す

る
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

の
実

現

日
常

空
間

を
超

え
た

空
間

感
知

の
体

性
感

覚
を

再
現

す
る

提
示

デ
バ

イ
ス

の
実

現
(2

03
0年

)

き
め

細
か

い
触

覚
・皮

膚
感

覚
を

再
現

す
る

提
示

デ
バ

イ
ス

の
実

現

基
礎

段
階

開
発

段
階

単
純

な
味

覚
の

元
素

を
客

観
的

に
計

測
可

能
な

ポ
ー

タ
ブ

ル
な

味
覚

セ
ン

サ
ー

の
開

発

・
単

純
味

覚
の

計
測

デ
ー

タ
を

味
覚

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

と
し

て
蓄

積
・よ

り
複

雑
な

味
覚

の
要

素
の

体
系

化
味

覚
提

示
デ

バ
イ

ス
の

試
作

複
雑

な
味

覚
の

提
示

と
同

時
に

、
触

覚
・
力

覚
提

示
技

術
に

よ
る

食
感

を
提

示
す

る
こ

と
に

よ
り

、
仮

想
的

な
食

事
を

再
現

す
る

デ
バ

イ
ス

の
試

作
（ 2

03
0年

）

生
理
・
心
理
学
側

面
か

ら
の
人
間
の
五
感
感

知
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析

多
感
覚
情
報
の
統
合

提
示
技
術

感
性
情

報
認
知
・
伝
達
技

術
多

感
覚
情
報
の
符
号

化
技
術

開
発

段
階

実
用

段
階 実
用

段
階
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20
10

20
25

20
20

20
15

超 臨 場 感 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

五 感 情 報 伝 達 技 術

多 感 覚 情 報 の 統 合 提 示 技 術 多 感 覚 情 報 の 符 号 化 技 術

心 理 ・ 生 理 学 側 面 か ら の 人 間

の 五 感 認 知 メ カ ニ ズ ム の 解 析

ユ
ー
ザ
の
イ

ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
に

応
じ
て
、
視

覚
・

聴
覚
・
触
覚

・
嗅
覚
・

味
覚
に
係

る
様
々
な
五

感
情

報
を
統
合
的

か
つ
リ
ア

ル
に
提
示

す
る
技
術
の

確
立

多
感
覚
コ
ン

テ
ン
ツ
を

蓄
積
・
配

信
す
る
た
め

の
、
各

感
覚
情
報
を

効
率
的
に

圧
縮
符
号

化
す
る
技

術
の
確
立

主
観
評
価

、
生
体
計

測
を
通
じ

た
、
人

間
の
五
感

認
知
メ
カ

ニ
ズ
ム
の

体
系
化

基
礎

段
階

開
発

段
階

ユ
ー

ザ
の

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

に
応

じ
て

、
多

感
覚

情
報

を
統

合
的

か
つ

リ
ア

ル
に

提
示

す
る

技
術

の
実

現

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

ユ
ー

ザ
ど

う
し

の
相

互
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
に

対
し

て
、

双
方

向
的

な
多

感
覚

情
報

を
同

期
し

て
、

統
合

的
か

つ
リ

ア
ル

に
再

現
す

る
提

示
技

術
の

実
現

特
定

の
環

境
に

お
い

て
五

感
の

各
感

覚
情

報
ど

う
し

の
相

互
作

用
を

最
適

化
し

多
感

覚
情

報
を

最
も

リ
ア

ル
に

再
現

す
る

統
合

提
示

技
術

の
実

現

基
礎

段
階

開
発

段
階

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

に
応

じ
て

提
示

さ
れ

る
五

感
情

報
の

特
性

を
利

用
し

た
、

五
感

情
報

の
効

率
的

な
圧

縮
符

号
化

技
術

の
実

現

香
り

情
報

、
体

性
感

覚
情

報
、

味
覚

情
報

の
３

情
報

の
符

号
化

方
式

、
デ

ー
タ

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

の
確

立

五
感

情
報

の
全

体
的

な
特

性
を

利
用

し
た

、
五

感
情

報
の

効
率

的
な

圧
縮

符
号

化
技

術
の

実
現

基
礎

段
階

主
観

評
価

手
法

や
生

体
系

計
測

に
よ

り
、

五
感

認
知

に
関

す
る

脳
の

動
作

、
反

応
に

つ
い

て
、

知
見

を
取

り
ま

と
め

・
心

理
・
生

理
学

側
面

か
ら

の
人

間
の

個
々

の
五

感
情

報
の

認
知

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

体
系

化

・香
り

情
報

、
体

性
感

覚
情

報
、

味
覚

情
報

の
３

情
報

に
つ

い
て

デ
バ

イ
ス

が
提

示
す

る
感

覚
の

リ
ア

ル
さ

を
定

量
的

に
測

定
・
評

価
す

る
手

法
を

確
立

・
心

理
・
生

理
学

側
面

か
ら

の
人

間
の

五
感

情
報

の
統

合
的

認
知

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

体
系

化

・
デ

バ
イ

ス
が

五
感

情
報

を
統

合
的

に
提

示
す

る
多

感
覚

の
リ

ア
ル

さ
を

定
量

的
に

測
定

・評
価

す
る

手
法

を
確

立

香
り
情
報
、

体
性
感
覚
情

報
、

味
覚
情
報
の

取
得
・
提
示

技
術

感
性
情
報

認
知
・
伝

達
技
術

立
体

映
像
技
術

立
体

音
響
技
術
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基
礎

段
階

基
礎

段
階

開
発

段
階

基
礎
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（１１）地球環境保全（地球温暖化対策技術） 

（研究開発分野の概要） 

地球環境保全（地球温暖化対策技術）分野は、地球温暖化の抑制、すなわち CO2

排出の抑制に貢献するための研究開発分野である。 

ICT の利活用は、生産や物流、消費といった経済活動の効率を飛躍的に高める

効果があることから、これまでに述べた 10 の研究開発分野における研究開発成果

の多くが環境負荷、つまり CO2 排出の削減にも資する効果を持っている。 

具体的には、「地球温暖化問題への対応に向けた ICT 政策に関する研究会」報告

書（平成 20 年４月）では、2030 年頃の社会システムを実現するために求められる

ICT システムとして、図３－４－１１－１のとおり５つのシステムとそれらに共通に利活

用される３つの技術を想定するとともに、それぞれのシステムを実現するために必要

な研究開発課題を参考資料２のとおり抽出している。これを見れば、これまでに述べ

てきた各研究開発分野における研究課題の多くが地球温暖化対策にも資すること

が理解できる。 

 

（研究開発課題と現状分析） 

CO2 排出の削減が実現した 2030 年頃の社会システムを実現するために求められ

る５つの ICT システムとそれらに共通的に利活用される３つの技術の概要は以下の

とおりである。 

 

① 「エコ物流・安全交通システム」は、ITS とエコドライブを一体化することにより、事

故や渋滞を無くすととともに、燃料消費を最小化することにより、人や物の移動を

最適化することで、エネルギーの利用効率を改善するものである。 

 

② 「高度生産・購買・流通支援システム」は、高度化された RFID を用いた個別商品

管理により在庫を最小化する等の最適生産を実現し、検品や保管業務の効率

化を図るとともに、従来 GPS が利用できなかったエリアも含めて位置情報を提供

して流通の効率化を実現するものである。 

 

③ 「エコエネルギーマネジメントシステム」は、人の行動や位置の情報を活用し、空

調、照明、給湯等で使用される電力量のコントロールを先回りして最適にマネー

ジする（プロアクティブ機能）ことにより、消費される電力を削減するものである。 

 

④ 「テレリアリティシステム」は、超高精細映像や立体映像・音響の伝送、さらには触

覚、味覚、嗅覚等の伝送により、遠隔会議やテレワーク、遠隔医療、オンライン

ショッピング、疑似旅行が実現し、人や物の移動が減ってエネルギーの消費を削

減するものである。 

  

⑤ 「省資源システム」は、現在の紙を代替する電子ペーパ等の実現によりカタログ、

会議資料等の紙の使用量を削減し、電子出版の促進により雑誌、新聞等の紙の

製造、印刷、輸送、廃棄を軽減するほか、オフィススペースやパソコン、自家用車
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や自転車等の共用による資源の有効活用、冷蔵庫内の食品を自動的に細かく

管理することによる食品の排気量の削減を進めるものである。 

 

⑥ 「ICT 機器・ネットワーク自体の省エネルギー化」は、ネットワークのオール光化や

量子通信技術、ナノ技術等による新たな ICT パラダイムの創出による超低消費

電力での超大容量通信の実現、デバイス・ハードウエアのエネルギー消費を削

減やネットワークによって結合された機器のリソース使用の最適化等により、省

エネルギー化を進めるものである。 

 

⑦ 「環境情報の流通・分析・判断・制御」は、社会活動における脱温暖化、CO2 削減

を進めるために、省エネルギー、省資源を実現するための様々な情報を人も機

会も相互に理解可能な形で流通させることによって、多様かつ総合的な観点に

基づく評価や意志決定、資源配分を実現するとともに、太陽光や風力といった再

生可能エネルギーと従来型の火力や原子力エネルギー利用を適切に管理する

ことで社会の電力利用に伴う CO2 排出の抑制を目指すものである。 

 

⑧ 「環境情報の計測」は、CO2 や雲・微粒子等を地球規模から都市規模までの様々

なスケールで精密に計測する技術を確立するとともに、そのような技術等を活用

したセンサ等から得られる気象データや社会活動におけるエネルギーの流れ等

のデータを情報化するものである。 

 

（重点研究開発課題と推進方策） 

この分野の研究開発課題は、他の研究開発分野と共通するものが多い。さらに、

各研究開発分野において重点研究開発課題とされている課題の多くが上述のシス

テムに共通して活用され、CO2 の削減に大きく貢献することとなる。このため、他の研

究開発分野における研究開発の進捗を踏まえつつ、各システムができるだけ早期に

実現するよう、研究開発を効果的に推進していくことが適当である。 

その中では、エネルギーの流れを情報化することにより、増加の一途をたどる家

庭等における電力消費量の削減に大きな効果が期待できることを勘案して、我が国

の社会・生活基盤の充実の観点から、特に「エコエネルギーマネジメントシステム」を

我が国全体及び政府として重点的に取り組むべき研究開発課題と位置づけて研究

開発を推進していくことが適当である。 

 

 

《参考：この研究開発分野固有の研究開発課題》 

上述の５つの ICT システムを実現するためには、参考資料２に示すとおり、他の

10 の研究開発分野に含まれない、以下の７つの研究開発課題の研究開発が必要

である。ここでは、その概略を述べるとともに研究開発ロードマップを図３－４－１１

－３に示す。 

 

① 「エコドライブ技術」とは、自動運転等により、目的地を入力すると最小のエネル

ギー消費で目的地に到着できる技術である。この技術の実現により、いかなる
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状況においても車両走行を最適に制御することが可能となり、無事故で渋滞の

ない効率的な輸送等が実現できる。 

 

② 「高度ドライブレコーダ技術」とは、車両等の運転における高精度・広範囲な映

像データを収集する技術である。これを基に、大量の最新情報を蓄積・分析する

ことで車両走行を適切に制御して無事故で渋滞のない効率的な輸送等が実現

できる。 

 

③ 「可視光通信技術」とは、目に見える光を利用した通信技術であり、消費電力の

低い LED 照明や有機 EL 照明を活用することで、低消費電力なワイヤレスアクセ

スを提供することが可能である。また、この技術を活用することで、家庭内、オフ

ィス内や地下街といった生活環境において確実、高速かつ省電力な通信が可能

となり、これまで以上にフレキシブルな BEMS や HEMS を実現することが可能と

なる。 

 

④ 「直流電源融合高速通信技術」とは、直流電力線を利用して高速大容量な通信

を可能とするための技術である。この技術を実現することで、様々な機器やセン

サ等の結線を減らしつつ大量のデータ通信が行えることとなり、これまで以上に

フレキシブルな BEMS や HEMS を実現することが可能となる。 

 

⑤ 「省電力近距離無線通信高度化技術」とは、近距離にあるセンサや家庭内機器

情報等を極めて低い消費電力でつなげて利用するための技術である。この技術

を実現することで、様々な機器やセンサ等の結線を減らしつつ極めて省電力な

データ通信を実現することが可能となり、これまで以上にフレキシブルな BEMS

や HEMS を実現することが可能となる。 

 

⑥ 「パワーセンシング・分析技術」とは、家庭やオフィスの生活環境において、様々

な機器の電力消費をネットワークで計測・収集し、その分析結果を利用してトー

タルの電力消費を少なくするための技術である。この技術を活用することにより、

従来以上にフレキシブルな BEMS や HEMS を実現することが可能となる。 

 

⑦ 「地域内電力制御技術」とは、地域内の複数のビル間や家庭間で電力の生成・

蓄積・消費の情報をやり取りし、高効率な電力管理を実現するための技術であ

る。この技術によって、広域エリア内や地域コミュニティ内でのエネルギー需給

の効率化を進めることができ、従来以上にフレキシブルな BEMS や HEMS を実

現することが可能となる。 
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境
情
報
の
流
通
・
分
析
・
判
断
・
制
御

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

流
通

し
た

環
境

情
報

を
分

析
・
判

断
す

る
こ

と
に

よ
り

、
社

会
の

利
便

性
や

生
産

性
を

維
持

し
つ

つ
、

C
O

2排
出

削
減

を
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
す

る
。

IC
T
機
器
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
自
体
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

オ
ー

ル
光

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
新

し
い

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
等

に
よ

り
、
ＩＣ

Ｔ
機

器
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

自
体

の
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

を
図

る
。

環
境
情
報

環
境
情
報
の
計
測

地
球

規
模

か
ら

都
市

空
間

規
模

に
至

る
ま

で
の

ス
ケ

ー
ル

で
、
Ｃ

Ｏ
２

排
出

量
を

は
じ

め
と

す
る

環
境

情
報

を
、

計
測

し
情

報
化

す
る

。

プ
ロ

ア
ク

テ
ィ

ブ
機

能
を

用
い

て
、

ビ
ル

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
を

実
施

。
プ

ロ
ア

ク
テ

ィ
ブ

機
能

を
用

い
て

、
家

庭
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

を
実

施
。

出
典

：
「
地

球
温

暖
化

問
題

へ
の

対
応

に
向

け
た

ＩＣ
Ｔ
政

策
に

関
す

る
研

究
会

報
告

書
」（

平
成

20
年

4月
10

日
）
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20
10

20
25

20
20

20
15

地
球

温
暖

化
の

抑
制

、
つ

ま
り

は
C

O
2排

出
の

削
減

を
実

現
す

る
た

め
に

、
他

の
研

究
開

発
分

野
の

成
果

を
も

活
か

し
な

が
ら

、
各

IC
T

シ
ス

テ
ム

の
実

現
を

目
指

す
。

地
球
環
境

保
全

（
地
球
温
暖
化
対
策
技
術
）

エ
コ
物
流
・
安
全
交
通

シ
ス
テ
ム

研
究

開
発
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ

次
世

代
ET

C
機

能

・
車

両
状

況
認

識
機

能
・
高

度
ド

ラ
イ

ブ
レ

コ
ー

ダ
機

能

・
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
機

能
・
位

置
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
/移

動
体

管
理

/追
跡

機
能

・
嗜

好
型

情
報

選
択

配
信

機
能

・
高

品
質

高
信

頼
通

信
/コ

グ
ニ

テ
ィ

ブ
/ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
無

線
機

能
・
H

M
I機

能
・
次

世
代

VI
C

S機
能

・
路

車
間

・
車

車
間

通
信

機
能

物
流

最
適

化
機

能

リ
ア

ル
タ

イ
ム

動
画

像
解

析
/

リ
モ

ー
ト

カ
メ

ラ
制

御
機

能

エ
コ

物
流

・
安

全
交

通
シ

ス
テ

ム
の

実
現

高
度
生
産
・
購
買
・

流
通
支
援
シ
ス
テ
ム

・
高

度
SC

M
機

能
・
リ

ユ
ー

ス
機

能
超

臨
場

感
情

報
取

得
・

提
示

機
能

流
通

支
援

機
能

高
度

生
産

・
購

買
・
流

通
支

援
シ

ス
テ

ム
の

実
現

環
境
情
報
の
計
測

・
地

球
環

境
セ

ン
シ

ン
グ

機
能

・
環

境
セ

ン
サ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

環
境

情
報

の
計

測
の

実
現

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
自
体
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

低
消

費
電

力
・
超

高
速

オ
ー

ル
光

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
新

機
能

IC
Tネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・
省

電
力

通
信

機
能

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

リ
ソ

ー
ス

最
適

化
機

能
IC

T機
器

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
自

体
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
の

実
現

環
境
情
報
の
流
通
・

分
析
・
判
断
・
制
御

・エ
ネ

ル
ギ

ー
予

測
制

御
機

能
・
電

力
・
通

信
統

合
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

能

意
味

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

環
境

情
報

の
流

通
・分

析
・
判

断
・
制

御
の

実
現

テ
レ
リ
ア

リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

・
超

臨
場

感
情

報
取

得
・
提

示
機

能
・
高

度
コ

ン
テ

ン
ツ

分
析

機
能

・
大

容
量

情
報

伝
達

・
共

有
機

能
・
高

度
マ

ン
マ

シ
ン

・
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

機
能

・
ユ

ビ
キ

タ
ス

個
人

認
証

・
課

金
機

能
高

度
言

語
処

理
機

能
テ

レ
リ

ア
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

の
実

現

省
資
源
化
シ
ス
テ
ム

・
食

品
・
生

活
製

品
情

報
管

理
機

能
・
ユ

ー
テ

ィ
リ

テ
ィ

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
機

能
・リ

ソ
ー

ス
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
機

能

・
コ

ン
テ

ン
ツ

取
得

機
能

・
個

人
適

応
同

報
配

信
機

能
・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
情

報
ア

ク
セ

ス
機

能
省

資
源

化
シ

ス
テ

ム
の

実
現

コ
ン

テ
ン

ツ
等

保
護

・
管

理
機

能

コ
ン

テ
ン

ツ
流

通
機

能

エ
コ
エ

ネ
ル

ギ
ー

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
シ
ス

テ
ム

（
プ

ロ
ア
ク

テ
ィ

ブ
B

E
M

S
、

H
E

M
S
）

エ
コ

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

実
現

・
省
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力

・
高

度
通

信
機

能
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パ
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ル

情
報
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理
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・
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域
制

御
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信
機
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・
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間
状

態
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予
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環
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負

荷
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起
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・
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庭
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況
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能
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20
10

20
25

20
20

20
15

地
球

温
暖

化
の

抑
制

、
つ

ま
り

は
C

O
2排

出
の

抑
制

を
実

現
す

る
た

め
に

、
以

下
の

研
究

開
発

課
題

の
研

究
開

発
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
他

の
研

究
開

発
分

野
の

研
究

開
発

成
果

を
活

か
し

、
環

境
に

や
さ

し
い

IC
Tシ

ス
テ

ム
を

構
築

し
て

20
30

年
に

C
O

2削
減

を
実

現
し

た
社

会
を

目
指

す
。

地
球
環

境
保
全

（
地

球
温
暖
化
対

策
技
術
）

エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
技
術

可
視

光
通
信
技
術

研
究
開

発
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

直
流

電
源
融
合

高
速

通
信
技
術

省
電
力
近
距
離

無
線
通
信
高

度
化
技
術

＜
市

場
規

模
＞

（
上

段
：
世

界
市

場
、

下
段

：
国

内
市

場
）

パ
ワ
ー
セ
ン
シ

ン
グ
・
分

析
技
術

地
域
内

電
力
制
御

技
術

高
精

度
・広

範
囲

な
映

像
デ

ー
タ

が
各

種
制

御
機

器
と

連
動

し
て

収
集

さ
れ

、
必

要
に

応
じ

て
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

デ
ー

タ
通

信
さ

れ
る

技
術

の
普

及

目
的

地
を

入
力

す
る

と
自

動
運

転
で

目
的

地
に

到
達

で
き

る
シ

ス
テ

ム
技

術
の

確
立

C
O

2排
出

削
減

、
安

全
、

快
適

に
最

適
な

各
種

公
共

交
通

・個
人

移
動

手
段

が
連

携
し

た
シ

ー
ム

レ
ス

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

立

自
動

車
内

に
各

種
セ

ン
サ

ー
が

配
備

さ
れ

、
故

障
・

事
故

の
予

知
、

判
断

で
き

る
シ

ス
テ

ム
技

術
の

確
立

高
度
ド
ラ

イ
ブ

レ
コ
ー
ダ

技
術

・調
光

対
応

変
調

技
術

・調
光

対
応

受
信

技
術

・低
速

起
動

技
術

・変
調

電
力

適
応

化
技

術
・電

力
適

応
化

対
応

受
信

技
術

・瞬
時

起
動

技
術

・量
子

レ
ベ

ル
の

超
低

電
力

変
調

技
術

・量
子

検
出

等
受

信
技

術
・量

子
技

術
対

応

PL
C

に
よ

る
大

容
量

通
信

を
前

提
と

し
た

家
庭

内
直

流
給

電
シ

ス
テ

ム
及

び
電

流
路

の
開

発

・
サ

ー
バ

ー
系

機
器

直
流

化
・家

庭
内

直
流

電
力

路
を

用
い

た
高

速
PL

C
デ

バ
イ

ス
の

開
発

・端
末

系
機

器
＋

コ
ン

セ
ン

ト
直

流
化

・家
庭

内
直

流
電

力
路

を
用

い
た

組
込

用
高

速
PL

C
デ

バ
イ

ス
及

び
実

装
技

術
の

開
発

新
た

な
超

省
電

力
・近

距
離

無
線

通
信

規
格

の
確

立
電

池
不

要
の

超
省

電
力

近
距

離
無

線
通

信
シ

ス
テ

ム
の

実
現

光
や

振
動

、
体

温
等

に
よ

る
発

電
デ

バ
イ

ス
の

実
現

一
般

家
庭

内
の

全
て

の
機

器
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
デ

ー
タ

か
ら

機
器

の
種

別
や

状
態

を
判

定
す

る
技

術
の

確
立

一
般

家
庭

内
の

主
要

な
機

器
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
を

実
時

間
で

収
集

し
、

故
障

・漏
電

な
ど

の
非

日
常

的
イ

ベ
ン

ト
を

検
出

す
る

技
術

の
確

立

一
般

的
な

家
庭

内
の

主
要

な
機

器
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
を

実
時

間
で

収
集

し
、

生
活

者
の

行
動

パ
タ

ー
ン

を
把

握
す

る
技

術
の

確
立

家
庭

内
の

全
て

の
機

器
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
を

実
時

間
で

収
集

し
、

行
動

パ
タ

ー
ン

よ
り

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
効

率
化

の
推

定
ま

で
行

い
、

さ
ら

に
非

日
常

的
イ

ベ
ン

ト
の

未
然

防
止

、
早

期
発

見
を

実
現

近
隣

の
家

庭
同

士
で

電
力

を
相

互
に

送
受

す
る

技
術

の
実

現

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

内
の

発
電

・蓄
電

・
電

力
消

費
に

関
す

る
情

報
を

共
有

化
し

、
地

域
で

の
総

合
的

電
力

管
理

の
実

現

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

内
の

発
電

施
設

の
利

用
や

家
庭

同
士

の
電

力
の

送
受

を
、

課
金

も
含

め
て

適
切

に
行

う
シ

ス
テ

ム
の

実
現

各
家

庭
間

で
不

公
平

感
が

出
な

い
よ

う
に

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
内

の
発

電
時

の
排

熱
利

用
も

含
め

た
ト

ー
タ

ル
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
の

実
現

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

間
で

柔
軟

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
相

互
補

完
を

行
う

た
め

に
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
生

成
・
蓄

積
・
消

費
の

情
報

を
共

有
で

き
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

社
会

基
盤

の
実

現

一
般

家
庭

内
の

特
定

の
機

器
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
デ

ー
タ

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
経

由
で

収
集

し
機

器
の

種
別

や
状

態
を

判
定

す
る

技
術

の
確

立

シ
ス

テ
ム

al
l直

流
化

直
流

電
灯

線
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
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